
 ■
開

場
／

午
後

１
時

3
0

分
、

開
演

／
午

後
２

時
■

料
金

／
入

場
無

料
(た

だ
し

、
入

場
整

理
券

が
必

要
で

す
）　

■
場

所
／

三
股

町
立

文
化

会
館

■
主

催
／

三
股

町・
三

股
町

教
育

委
員

会
　

■
お

問
い

合
わ

せ
／

三
股

町
立

図
書

館
　

☎
0

9
8

6（
51

）
3

2
0

0
※

な
お

、
内
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場
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が
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じ
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ご

了
承
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。

子
ど
も
の
読
書
週
間
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
　
　
　
　『
お
は
な
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と
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
』を
開
催
！
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花と緑と水のまち
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22年度の予算が決まりました。
どのような使い方をするかお知らせします。

「79億円」 です！
本年度当初予算

本年度（22年４月〜23年３月）のお金は…

■21年度教育研究論文最優秀賞
■町職員人事異動
お知らせ



■
総
収
入
は

　

昨
年
度
比
９・
１
㌫
ア
ッ
プ
も

町
の
本
年
度
の
総
収
入
は
、
町
独

自
で
賄
え
る
自
主
財
源
が
全
体
の
34
・

６
㌫
と
、
あ
い
か
わ
ら
ず
の
依
存
型

財
政
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

度
に
比
べ
る
と
総
額
で
約
６
億
６
０
０

０
万
円
増
の
79
億
円
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
、
自
主
財
源
が
昨
年
度

よ
り
増
え
た
訳
で
は
な
く
、
主
に
国

※�グラフは四捨五入のため、
　実際の数字と一致しない
　場合があります。 平

成
22
年
度
当
初
予
算

重
点
配
分
型
予
算
を
編
成

の
制
度
改
正
の
た
め
に
国
・
県
の
補
助

金
が
増
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

町
が
１
年
間
を
賄
う
た
め
に
は
、

町
税
な
ど
の
自
主
財
源
や
国
、
県
か

ら
の
補
助
金
・
交
付
金
だ
け
で
は
困
難

で
す
。
そ
の
た
め
、
本
年
度
は
財
政
調

整
基
金
と
い
っ
た
町
の
貯
金
を
合
わ

せ
て
４
億
３
０
０
０
万
円
下
ろ
し
、

さ
ら
に
優
良
ロ
ー
ン
（
町
債
）
で
５
億

６
６
０
０
万
円
を
借
り
る
こ
と
で
こ

の
１
年
間
を
賄
え
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
将
来
、
わ
た
し
た
ち
の
子
ど
も

や
孫
た
ち
に
負
担
を
掛
け
な
い
よ
う

な
、
お
金
の
工
面
を
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

■
重
点
施
策
に
予
算
配
分

こ
う
し
て
得
た
１
年
間
の
お
金
79

億
円
。ま
ず
は
義
務
的
経
費︹
人
件
費
・

扶
助
費
・
公
債
費
︺
が
全
体
の
53
・
１

㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

人
件
費
は
平
成
16
年
度
か
ら
大
幅

に
見
直
し
、
継
続
し
て
実
施
し
て
い

る
行
財
政
改
革
や
職
員
適
正
化
計
画

に
よ
り
昨
年
度
に
比
べ
３
８
０
０
万

円
の
減
（
２
・
８
㌫
減
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

扶
助
費
は
、
乳
幼
児
医
療
費
の
未

就
学
児
無
料
化
や
児
童
手
当
、
障
害

者
支
援
費
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金
で

す
。昨
年
度
よ
り
約
４
億
円
増
と
な
っ

て
い
る
の
は
、児
童
手
当
が
本
年
度
か

ら
子
ど
も
手
当
と
し
て
、
中
学
３
年

生
ま
で
の
対
象
に
広
が
っ
た
こ
と
が

主
な
原
因
で
す
。こ
う
し
て
扶
助
費
は

子
育
て
や
障
害
者
支
援
な
ど
と
い
っ

た
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
る
よ

う
に
予
算
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

物
件
費
（
消
防
や
ご
み
処
理

な
ど
の
委
託
料
ほ
か
）
は
、
昨
年

と
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
（
８
・
７
㌫

増
）、
建
設
事
業
な
ど
の
投
資
的

経
費
は
５
億
４
３
０
０
万
円
で
、

昨
年
度
に
比
べ
約
８
３
０
０
万

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
種
民
主
団
体
へ
の

補
助
金
な
ど
は
昨
年
に
比
べ
て

７
６
０
０
万
円
増
の
10
億
２
７

０
０
万
円
、
繰
出
金
（
９
つ
の
特

別
会
計
へ
の
経
費
）
は
２
５
０

０
万
円
増
の
８
億
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
重
点
を
置
い

た
施
策
へ
の
予
算
配
分
を
行
い
、

計
画
的
な
お
金
の
使
い
方
を
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も

む
だ
な
も
の
を
省
き
、
真
に
必
要
な

事
業
に
は
積
極
的
に
投
資
し
て
い
く

な
ど
細
か
く
切
り
詰
め
な
が
ら
、
財

政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
借
金
返
済
は
…

町
の
ロ
ー
ン
残
高
（
町
債
現
在
高
）

は
、
20
年
度
末
に
比
べ
、
３
億
３
４
０

０
万
円
減
の
65
億
４
３
０
０
万
円

（
21
年
度
末
見
込
み
）。
本
年
度
は
年

間
で
８
億
６
１
０
０
万
円
の
返
済（
公

債
費
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。低
金
利

の
優
良
ロ
ー
ン
か
ら
借
り
て
は
い
ま

す
が
、
今
後
も
返
済
計
画
を
し
っ
か

３
月
に
行
わ
れ
た
町
定
例
議
会
で
、本
年
度
１
年
間
の
お
金
の
使
い
方
が
決
ま
り
ま
し
た
。

平成22年度当初予算

町税
17億6,778万円

22.4㌫

諸収入など
5億3,219万円

6.7㌫

地方交付税
25億5,275万円

32.3㌫

国庫支出金
10億1,842万円
12.9㌫

県支出金
6億8,391万円
8.7㌫

そのほか
3億4,817万円
4.4㌫

繰入金
4億3,112万円

5.5㌫

町債
5億6,566万円
7.2㌫

自主財源  27億
3,109万

円

34.6㌫

依存財源 51
億

6,
89

1万
円

65.
4㌫

平成22年度
三股町の
歳入内訳
〜79億円〜

投資・出資金・貸付金：5,170万円：0.7㌫

人件費
13億1,849万円

16.7㌫

扶助費
20億1,435万円

25.5㌫

公債費
8億6,242万円

10.9㌫

物件費
12億1,746万円
15.4㌫

操出金
8億円
10.1㌫

補助金など
10億2,721万円
13.0㌫

普通建設事業費・災害復旧事業費
5億4,262万円：6.9㌫

予備費：1,100万円：0.1㌫
積立金：863万円：0.1㌫

維持補修費
4,612万円
0.6㌫

平成22年度
三股町の
歳出内訳
〜79億円〜

義
務

的
経

費
5

3
.1

㌫

経
常

的
経

費

40
.0

㌫
投資的経費

6.9㌫

町
は
あ
い
か
わ
ら
ず
厳
し
い
財
政
運
営
を
迫
ら
れ
ま
す
が
、
本
年
度
も
継
続
し
て

『
活
力
に
あ
ふ
れ
心
あ
た
た
ま
る
住
み
よ
い
ま
ち
、
み
ま
た
』
と
い
う
目
標
に
向
け
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
よ
り
快
適
に
生
活
で
き
る
た
め
の
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

今
号
で
は
そ
の
予
算
の
概
要
と
、
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

り
と
立
て
て
返
済
し
て
い
き
ま
す
。

■
町
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
と
の

　
協
働
が
魅
力
あ
る
ま
ち
を

　
つ
く
り
ま
す
！

町
で
は
、
将
来
に
備
え
て
蓄
え
て

き
た
貯
金
（
各
基
金
）
を
す
べ
て
合
わ

せ
て
も
、
18
億
１
０
０
万
円
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
町
は
将
来
に
わ

た
っ
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
よ
り
よ
い

快
適
な
生
活
の
場
を
つ
く
り
あ
げ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
町

は
お
金
を
有
効
に
活
用
し
、
節
約
し

た
お
金
を
貯
金
に
回
し
て
、
こ
の
貯

金
が
減
ら
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
町
で
も
人
口
増
加
施

策
、
収
納
確
保
を
工
夫
し
た
り
し
て
、

収
入
が
増
え
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、町
が
一
丸
と
な
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
自
覚
（
行
政

と
住
民
の
役
割
分
担
）
し
、
こ
ま
め
な

節
約
を
行
え
ば
、
さ
ら
に
気
持
ち
よ

く
住
み
よ
い
三
股
町
が
つ
く
れ
る
は

ず
で
す
。
で
す
か
ら
町
民
の
皆
さ
ん

も
、
健
康
管
理
（
医
療
費
の
削
減
）
や

ご
み
の
分
別
（
処
理
費
削
減
）
な
ど
、

ま
ず
は
自
分
で
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

へ
の
参
加
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
財
政
課 

財
政
係

　

☎
52
︲
１
１
１
１

　
　
（
内
線
１
３
１・
１
３
２
）

●平成22年度　会計別予算額
会　計　名 予　算　額 前年比（㌫）

一般会計 79億0,000万円 ⬆ 9.1㌫
特別会計 53億7,549万円 ⬆ 6.3㌫

国民健康保険事業 30億6,401万円 ⬆ 16.9㌫
老人保健事業 191万円 ⬇ -93.4㌫
後期高齢者医療保険事業 2億  710万円 ⬆ 8.6㌫
梶山地区農業集落排水事業 4,094万円 ⬆ 2.1㌫
宮村南部地区農業集落排水事業 3,515万円 ⬇ -4.5㌫
墓地公園事業 230万円 ⬇ -87.5㌫
公共下水道事業 2億8,679万円 ⬇ -28.6㌫
介護保険事業 17億2,325万円 ⬆ 2.7㌫
介護保険サービス事業 1,404万円 ⬆ 2.6㌫

企業会計（収益的収入） 3億9,175万円 ⬆ 1.3㌫
水道事業 3億9,175万円 ⬆ 4.3㌫

合　計 136億6,724万円 ⬆ 7.7㌫
※平成21年度総計　126億5,693万円

３月４日、平成22年第２回町議会定例会で
施政方針を表明する桑畑町長

�広報みまた �010.4 �



町では、目標である「活力にあふれ心あたたまる住みよいまち、三股」に向けて、
５つの基本方針となる柱を持っています。桑畑町長は、平成22年第２回町議会定例会で、
本年度の施政方針を表明。５つの柱ごとに重点施策を説明しました。
ここでは、本年度、その柱ごとに取り組むものをピックアップして紹介します。

◎22年度に取り組む主なもの

○新は本年度から新しく始める事業です。

○新
塚
原
第
２
団
地
建
て
替
え
事
業

…
９
５
７
５
万
円

本
年
度
か
ら
３
カ
年
計
画
で
塚

原
第
２
団
地
の
建
て
替
え
事
業
を

行
い
ま
す
。本
年
度
は
旧
団
地
の
解

体
と
新
団
地
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

●
リ
サ
イ
ク
ル・ご
み
の
減
量
化
の
推
進

…
２
０
２
３
万
円

資
源
ご
み
の
回
収
や
収
集
団
体

へ
の
補
助
金
交
付
な
ど
、
ご
み
の
減

量
化
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
環
境
学
習
会
…
…
…
…
…
… 

34
万
円

町
民
と
行
政
、
事
業
者
が
協
同
し

て
環
境
問
題
の
解
決
に
取
り
組
め

る
よ
う
、
町
民
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
の

た
め
に
定
期
的
な
学
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
下
水
道
事
業
…
１
億
２
２
２
０
万
円

下
水
道
管
の
埋
設
整
備
を
引
き

続
き
行
い
ま
す
。本
年
度
は
東
原
地

区
の
一
部
を
整
備
予
定
で
す
。

●
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

…
４
２
２
４
万
円

河
川
の
水
質
汚
濁
を
防
ぐ
た
め

に
、
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

●
町
衛
生
セ
ン
タ
ー
事
業

…
１
億
４
７
４
０
万
円

旧
都
北
衛
生
セ
ン
タ
ー
を
町
が

管
理
運
営
し
ま
す
。従
来
ど
お
り
都

城
市
も
利
用
し
ま
す
の
で
、
市
か
ら

負
担
金
を
も
ら
い
ま
す
。

○新
新
清
掃
工
場
事
業
費
委
託
料

…
４
３
３
５
万
円

新
清
掃
工
場「
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
」（
平
成
26
年
度
完
成
予
定
）
建

設
に
伴
う
負
担
。広
域
行
政
事
業
で

す
。

●
図
書
館
図
書
等
購
入
事
業

…
７
６
１
万
円

図
書
館
で
図
書
や
ビ
デ
オ
の
購

入
を
行
い
ま
す
。常
に
新
し
い
情
報

を
提
供
し
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

●
文
化
会
館
自
主
文
化
事
業

…
１
１
２
１
万
円

自
主
文
化
事
業
を
年
間
12
回（
月

１
回
程
度
）開
催
す
る
予
定
で
す
。

● 

ふ
る
さ
と
振
興
人
材
育
成
国
内
・
海

外
派
遣
事
業
…
…
… 

４
９
７
万
円

人
材
育
成
を
目
的
に
、
中
高
生
を

海
外（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
へ
、
小

学
生
を
国
内（
沖
永
良
部
島
）
へ
そ

れ
ぞ
れ
派
遣
し
研
修
を
行
い
ま
す
。

●
小
学
校
体
育
館
整
備
事
業

…
８
億
５
５
１
３
万
円

本
年
度
か
ら
、
三
股
小
学
校
、
宮

村
小
学
校
、
梶
山
小
学
校
の
体
育
館

を
整
備
し
ま
す
。21
年
度
か
ら
の
繰

越
事
業
で
す
。

○新
三
股
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
策
定

…
２
０
０
万
円

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で

も
、
い
つ
ま
で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り

組
め
る
環
境
づ
く
り
を
は
じ
め
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
た
町
民
の
健
康
増

進
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
た

め
の
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

○新
子
ど
も
手
当
…
５
億
１
４
５
０
万
円

小
学
校
６
年
生
ま
で
の
児
童
手

当
が
、
本
年
度
か
ら
中
学
校
３
年
生

ま
で
の
児
童
に
対
象
枠
が
広
が
り
、

新
た
に
子
ど
も
手
当
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。

○新
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

…
３
０
３
万
円

急
な
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
子
育
て

支
援
が
必
要
な
家
庭
と
児
童
の
一

時
預
か
り
を
し
て
く
れ
る
家
庭
を

つ
な
ぎ
、
子
育
て
を
地
域
で
行
う
こ

と
を
目
的
に
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
ま
す
。

○新
特
定
高
齢
者
住
宅
改
修
費
補
助
事
業

…
２
０
０
万
円

介
護
認
定
を
さ
れ
て
い
な
い
人

で
、
特
定
健
診
な
ど
で
生
活
機
能
の

低
下
が
心
配
さ
れ
る
人
が
、
手
す
り

や
段
差
の
解
消
と
い
っ
た
住
宅
改

修
を
行
う
場
合
に
補
助
し
ま
す
。

○新
自
殺
対
策
相
談
事
業
…
３
４
５
万
円

心
の
健
康
相
談
・
多
重
債
務
を
は

じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご

と
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

●
障
害
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業

…
40
万
円

障
害
者
相
互
の
触
れ
合
い
を
通

し
て
、
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

●
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業

…
５
１
９
５
万
円

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ

よ
う
に
、
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
け

が
や
病
気
で
か
か
っ
た
医
療
費
を

完
全
無
料
化
に
し
て
い
ま
す
。

●
特
定
不
妊
治
療
助
成
事
業

…
50
万
円

不
妊
治
療
は
経
済
的
負
担
が
大

き
い
た
め
、
少
子
化
の
一
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
治
療
費
の
一
部
を

助
成
し
、
少
子
化
対
策
を
行
い
ま

す
。

●
予
防
接
種
業
務　
…
３
５
１
４
万
円

ポ
リ
オ
、
麻
し
ん
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
な
ど

予
防
接
種
を
計
画
的
に
実
施
し
ま

す
。

●
人
間
ド
ッ
ク
事
業　
…
４
０
０
万
円

30
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
５
歳
ご

と
の
節
目
の
人
を
対
象
に
、
人
間

ド
ッ
ク
受
診
者
に
２
万
円
を
助
成

し
ま
す
。

●
が
ん
検
診
事
業　
…
１
６
６
４
万
円

が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の

た
め
、
各
種
が
ん
検
診
を
集
団
検
診

と
個
別
検
診（
指
定
医
療
機
関
受

診
）
で
実
施
し
ま
す
。

○新
三
股
駅
西
側
駐
車
場
整
備
事
業

…
８
７
２
６
万
円

駅
利
用
者
、
駅
周
辺
施
設
利
用
者

の
た
め
に
、
三
股
駅
西
側
に
駐
車
場

を
整
備
し
ま
す
。

● 

緊
急
雇
用
創
出
事
業…

２
７
３
８
万
円

近
年
の
経
済
不
況
に
よ
る
社
会

情
勢
に
対
応
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
の
人
材
雇
用
を
行
い
ま

す
。

●
三
股
町
農
商
工
連
携
推
進
事
業

…
１
０
０
万
円

農
商
工
の
連
携
に
よ
る
新
た
な

町
の
産
業
発
展
、
駅
周
辺
の
中
心
市

街
地
活
性
化
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た

る
事
業
を
行
い
、
次
代
を
担
う
人
材

育
成
を
図
り
ま
す
。

●
新
生
産
技
術
推
進
事
業…

２
０
０
万
円

町
内
の
優
良
牛
と
受
精
卵
移
植

技
術
を
活
用
し
、
肉
用
牛
の
資
質
と

産
肉
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。畜

産
農
家
の
経
済
性
を
高
め
所
得
向

上
を
支
援
し
ま
す
。

○新
大
規
模
担
い
手
育
成
等

　
コ
ス
ト
低
減
対
策
事
業…

４
５
３
万
円

水
田
の
有
効
活
用
や
規
模
拡
大

な
ど
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
低
減

に
取
り
組
む
担
い
手
に
対
し
、
機

械
・
施
設
な
ど
の
導
入
に
支
援
を
行

い
ま
す
。

●
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金

…
１
２
５
０
万
円

森
林
整
備
の
促
進
を
図
る
た
め
、山

の
手
入
れ
に
必
要
な
活
動（
現
況
調
査

や
区
域
表
示
、作
業
路
の
整
備
な
ど
）

を
交
付
金
に
よ
っ
て
支
援
し
ま
す
。

○新 
第
５
次
三
股
町
総
合
計
画・

　
第
４
次
国
土
利
用
計
画
策
定
事
業

…
４
７
２
万
円

第
５
次
三
股
町
総
合
計
画
、
第
４

次
国
土
利
用
計
画（
共
に
10
カ
年
計

画
）
が
22
年
度
ま
で
の
計
画
で
あ
る

た
め
、そ
の
計
画
策
定
を
行
い
ま
す
。

●
町
税・公
共
料
金
コ
ン
ビ
ニ
収
納

…
１
９
２
万
円

町
税
や
公
共
料
金
の
ほ
と
ん
ど
を

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
か
ら
で
も

納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
三
股
町
行
政
改
革
大
綱
の
見
直
し

…
７
万
円

時
代
に
合
っ
た
行
財
政
運
営
を

行
う
た
め
、
５
年
に
１
度
、
行
政
改

革
大
綱
の
見
直
し
を
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
21
年
度
か
ら
継
続
し
て
、

見
直
し
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○新
み
ま
た
ん
え
き
周
辺
に
ぎ
わ
い
再
生
事
業

…
52
万
円

み
ま
た
ん
え
き
周
辺
整
備
に
伴

い
、
同
地
域
に
に
ぎ
わ
い
が
戻
る
よ

う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
町

民
と
と
も
に
企
画
運
営
し
ま
す
。本

年
度
か
ら
３
カ
年
計
画
で
す
。

○新
三
股
町
情
報
発
信
戦
略
事
業

…
３
７
８
万
円

本
町
の
先
進
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
特
産
物
を
、

テ
レ
ビ
放
送
で
町
内
外
に
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

化
会
館
の
自
主
文
化
事
業
で

豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
み
ま
す

文

た
た
か
み
の
あ
る
福
祉
と

健
康
の
ま
ち
づ
く
り

あ

力
に
あ
ふ
れ
る

産
業
の
ま
ち
づ
く
り

活

平成22年度当初予算

合
的
な
町
政
の
推
進

総

然
と
調
和
し
た
快
適
な

環
境
の
ま
ち
づ
く
り

自

塚原第２団地建て替え予定地

だれでも気軽に
スポーツを楽しめる
環境づくりに取り組みます三股駅西側に駐車場を整備します

みまたんえきの多目的ホール
「ういんぐ」を拠点に、
にぎわいづくりに取り組みます

三股小、宮村小、梶山小の各体育館を
整備します

各種健診事業に
取り組みます
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町
税・普
通
交
付
税
な
ど
の
状
況

皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
町
民
税
や
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
は
、
町
の
大
切

な
収
入
源
で
、
本
年
度
の
総
収
入
の
22
・
４

㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
国
の
税
源
移
譲
施
策
で
、
国
・

県
か
ら
の
補
助
が
そ
の
分
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。そ
の
所
得
税
や
酒
税
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
地
方
交
付
税
は
、
町
の
収
入
の
中
で

一
番
大
き
い
財
源
で
、
32
・
３
㌫
。自
主
財
源

も
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
・
交
付
金
も
町
の

収
入
の
中
心
に
な
る
も
の
で
す
か
ら
、
近
年

の
減
少
傾
向
は
町
の
運
営
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
す
。

町
税
・
普
通
交
付
税
の
状
況

※�

本
町
の
根
幹
的
収
入
で
あ
る
町
税
が
平
成
20
年
度
か
ら
大
幅
に
減

少
し
予
算
の
編
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
平
成
19
年

度
は
税
源
移
譲
に
よ
り
町
税
が
大
き
な
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

財
政
調
整
基
金
：�

災
害
復
旧
そ
の
他
財
源
の
不
足
を
生
じ
た
と
き
に

使
わ
れ
る
財
源

公
共
施
設
整
備
基
金
：
公
共
施
設
の
整
備
、
充
実
に
使
わ
れ
る
財
源

※�

基
金
の
繰
り
入
れ
に
よ
り
毎
年
度
の
基
金
額
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

※
平
成
22
年
度
は
決
算
見
込
み
額
で
す
。

●
各
基
金
の
状
況

町
で
は
、『
施
設
の
改
修
の
た
め
』
と
い
っ

た
具
合
に
、
あ
る
特
定
の
目
的
の
た
め
の

お
金
を
積
み
立
て
て
い
ま
す
。そ
れ
が
基
金

（
＝
貯
金
）
と
い
う
も
の
で
す
。

町
が
現
在
持
っ
て
い
る
基
金
は
、
12
種
類

あ
り
、
ど
れ
も
目
的
達
成
の
た
め
の
大
切
な

財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
予
算
は
、
こ
の
基
金
か
ら
合
計
で

４
億
３
０
２
３
万
円
を
取
り
崩
し
、
町
収
入

総
額
の
５
・
５
㌫
を
確
保
し
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
、
主
な
も
の
と
し
て
三
股
駅
西
側
駐
車

場
整
備
事
業
を
行
う
た
め
の
資
金
と
し
て
、

６
５
０
０
万
円
を
取
り
崩
し
、
財
源
と
し
ま

し
た
。

基
金
の
状
況

●
町
債・公
債
の
状
況

町
債
（
＝
借
金
）
は
、
施
設
の
増
改
築
な

ど
と
い
っ
た
大
き
な
事
業
に
取
り
組
む
場

合
な
ど
に
増
え
る
も
の
で
す
。

例
え
ば
21
年
度
は
勝
岡
小
学
校
体
育
館

整
備
事
業
が
主
な
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
勝
岡
小
学
校
体
育
館
の
整
備
が

終
わ
っ
た
こ
と
で
、
借
入
金
を
減
ら
し
ま
し

た
。公

債
費
（
借
金
返
済
額
）
は
、
町
の
借
金

や
一
時
借
入
金
な
ど
の
返
済
に
充
て
る
費

用
で
す
。毎
年
借
り
る
お
金
を
最
小
限
に
抑

え
て
よ
り
多
く
返
す
と
い
っ
た
、
早
め
に
借

金
を
な
く
す
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

公
債
費
の
状
況

10億円

6億円

4億円

8億円

公　債　費
町債発行額

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

9億652万円
8億5,661万円

9億6,497万円

8億3,998万円

8億6,104万円

8億9,810万円

7億7,622万円
7億414万円

5億8,182万円
5億6,566万円

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

総基金残高
公共施設基金
財政調整基金

5億5,556万円

25億4,967万円
23億2,436万円

21億2,019万円

22億995万円

6億5,327万円 6億1,780万円 5億6,999万円

6億1,811万円

18億194万円

5億9,708万円

5億5,546万円
5億6,283万円

5億6,935万円
5億5,322万円

30億円

25億円

20億円

15億円

10億円

5億円

0

町　税

15億円

27億円

23億円

24億円

25億円

26億円

16億円

17億円

18億円

19億円
普通交付税

24億7,214万円

16億5,667万円

23億7,903万円

24億8,639万円

24億9,741万円

24億9,275万円

18億5,226万円 18億6,624万円

17億9,663万円

17億6,778万円

◎
町
の
お
金
の
出
入
り
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
!?

◎
21
年
度
の
主
要
事
業
（
金
額
は
実
績
見
込
み
で
す
）

平成22年度当初予算

勝岡小学校体育館整備事業

昭和43年建築の同小体育館老朽化により、増改築を行いま
した。エレベーター室増築によるバリアフリー化、また、体
育館設備には舞台を設け、災害などの緊急時用のシャワー室
も設置しました。

２億8,880万円

蓼池公園整備事業

平成2年度に整備した蓼池公園の利便性をさらに向上させ
るため、同公園の便所を整備し、障害者や高齢者が安心して
利用できるようにバリアフリー化を行いました。

1,803万円
年長児童の居場所の確保、児童の集団生活活動の活性化を図
るため、平成12年度に整備した12児童館のパソコンを買い
替えました。

児童館パソコン等導入事業
196万円

町営住宅火災報知器設置事業

町営住宅19団地448戸に火災報知器を設置しました。
994万円

最終処分場の延命を図るため、埋立地に持ち込まれたごみを
破砕しながら押し固めるコンパクターをはじめ、資源物の運
搬積み込みを行うフォークリフト、ミニホイルローダーを購
入しました。

2,377万円
町最終処分場重機購入事業

平成20年度から実施している三股駅周辺の整備計画の一
環で、三股駅東側に約1,200平方㍍の多目的広場と駐車場

（48台分）を整備しました。

2,959万円
三股駅前多目的広場整備事業

※
平
成
21
年
度
は
決
算
見
込
み
額
、平
成
22
年
度
は
予
算
額
で
す
。

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度
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教
職
員
は
、
日
ご
ろ

の
授
業
の
ほ
か
に
も
、

子
ど
も
た
ち
の『
学
力

の
向
上
』や『
心
身
の
健

や
か
な
育
成
』
の
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
教
育
方
法
が
い
い
の
か
な
ど

を
研
究
し
、
そ
の
達
成
の
た
め
に
日
夜
努
力
し

て
い
ま
す
。

町
教
育
委
員
会
は
、
そ
う
い
っ
た
町
内
小
・

中
学
校
の
教
職
員
を
対
象
に
、「
教
育
研
究
論

文
」を
募
集
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
本
町
の
教

育
方
針
や
今
日
的
な
学
校
教
育
課
題
を
踏
ま
え
、

教
育
指
導
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
明
と
教

職
員
の
資
質
向
上
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
開
催

さ
れ
る
も
の
で
す
。

21
年
度
も
、
国
語
や
算
数
な
ど
の
教
科
等
指

導
法
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
て
る
指

導
法
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
論
文
が

応
募
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
三
股
西
小
学
校
の
日
髙
貴
善
教
諭
の
研
究

論
文
を
紹
介
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に

学
ぶ
教
職
員

【新規採用】10人
▽総務企画課情報システム係（新）内子
場康朗▽税務財政課住民税係（新）酒井
智美▽税務財政課納税管理係（新）上村
興喜▽町民保健課健康推進係（新）川原
春菜▽町民保健課健康推進係（新）春山
敦子▽福祉課児童福祉係（新）兒玉香奈
子▽福祉課社会福祉係（新）落合春佳▽
都市整備課都市整備係（新）折田雅剛▽
環境水道課下水道係（新）朝倉祐▽環境
水道課環境保全係（新）小田祐造

【課長級】1人
▽産業振興課対策監兼課長補佐（教育課
課長補佐）丸山浩一郎

【課長補佐級】11人
▽総務企画課課長補佐・企画政策係(総務
企画課課長補佐)西村尚彦▽総務企画課
課長補佐（税務財政課課長補佐）永吉雅
彦▽税務財政課課長補佐（教育課課長補
佐）山元道弥▽町民保健課戸籍住民係主
幹（会計課会計係長）楠和代▽福祉課課
長補佐（教育課課長補佐）東光吉▽産業
振興課課長補佐・畜産振興係（産業振興
課課長補佐）佐澤一成▽都市整備課施設
管理係主幹（環境水道課課長補佐）山領
日登志▽環境水道課課長補佐（福祉課課
長補佐）内村陽一郎▽教育課課長補佐（総
務企画課課長補佐）新地浩▽教育課課長
補佐（環境水道課環境保全係主幹）二宮
利博▽教育課課長補佐（教育課文化係主
幹）久保田理

【係長級】25人
▽総務企画課行政係長（町民保健課国保
年金係）山元博▽総務企画課行政係副主
幹（環境水道課上水道係長）木下勝広▽
総務企画課職員係副主幹（総務企画課情

報システム係副主幹）頴川宗一郎▽税務
財政課住民税係長（税務財政課住民税係）
山之内祐二▽税務財政課資産税係長（税
務財政課資産税係）下沖博秋▽税務財政
課資産税係副主幹（都市整備課施設管理
係長）児玉幸彦▽税務財政課納税管理係
長（環境水道課環境保全係長）下沖祐二
▽会計課会計係長（議会事務局書記）山
田直美▽会計課会計係副主幹（産業振興
課農林整備係）永山弓子▽町民保健課健
康推進係長（町民保健課健康推進係）中
前みどり▽町民保健課戸籍住民係長（福
祉課介護高齢者係長）米村明彦▽町民保
健課国保年金係副主幹（税務財政課住民
税係副主幹）水川由美子▽町民保健課国
保年金係副主幹（教育課学校教育係副主
幹）出水君代▽福祉課児童福祉係長（税
務財政課住民税係長）牧原秀夫▽福祉課
介護高齢者係長（福祉課児童福祉係長）
松野良保▽福祉課社会福祉係副主幹（町
民保健課国保年金係副主幹）水久保美良
子▽福祉課児童福祉係副主幹（教育課図
書館係副主幹）南牟礼淳子▽産業振興課
商工観光係長（産業振興課商工観光係）
瀬尾真紀▽産業振興課農業振興係副主幹

（税務財政課資産税係長）上水幸一郎▽
環境水道課環境保全係長（総務企画課行
政係長）西山雄治▽環境水道課上水道係
長（税務財政課資産税係）永山誠▽教育
課図書館係長（町民保健課健康推進係長）
今村剛▽教育課文化係長（教育課生涯学
習係）岩元勝二▽教育課図書館係副主幹

（教育課図書館係長）井上千里▽総務企
画課付（町民保健課戸籍住民係長）福永
朋宏

【一般職】19人
▽総務企画課行政係（総務企画課企画政
策係）新原正人▽総務企画課企画政策係

（福祉課児童福祉係）増田かおり▽税務
財政課住民税係（総務企画課行政係）大
浦英一郎▽税務財政課資産税係（税務財
政課納税管理係）金丸浩介▽議会事務局
書記（総務企画課職員係）上原さとみ▽
福祉課社会福祉係（総務企画課付・県派
遣）綿田賢介▽福祉課介護高齢者係（町
民保健課健康推進係）谷口さとみ▽福祉
課介護高齢者係（福祉課社会福祉係兼介
護高齢者係）野口陽子▽産業振興課農業
振興係（産業振興課農業振興係兼商工観
光係）吉野香織▽都市整備課都市整備係
兼建築係（都市整備課都市整備係）岩元
美鈴▽都市整備課都市整備係（環境水道
課上水道係）別府大輔▽環境水道課環境
保全係兼下水道係（福祉課社会福祉係）
島田知恵▽環境水道課上水道係（都市整
備課都市整備係）出水和樹▽教育課学校
教育係（総務企画課付）塩見和佳▽教育
課学校教育係（税務財政課納税管理係）
矢部明美▽総務企画課付（都市整備課建
築係）佐澤やよい▽総務企画課付（町民
保健課戸籍住民係）川越芳枝▽総務企画
課付（町民保健課国保年金係）山内まど
か▽総務企画課付（環境水道課下水道係）
新原幸子

【退職者】15人
（カッコ内は最終職歴）
▽大坪和正（産業振興課）▽溝口幸子（会
計課）▽竹町典子（都市整備課）▽黒木
博視（教育課）▽大河内逸郎（環境水道課）
▽溝口良信（産業振興課）▽下石康博（産
業振興課）▽温水ナツ子（町民保健課）
▽茨木久子（福祉課）▽隈元孝一（産業
振興課）▽杉田英子（福祉課）▽田畑征
冶（環境水道課）▽山本徹（総務企画課）
▽水間澄人（福祉課）▽市川百合子（福
祉課）

新規採用の10人。よろしくお願いします。

三股町人事異動

新規採用10人
異動総数56人
町は4月1日、課長級1人、課長補佐級11人、係
長級25人、一般職19人、計56人の人事異動を
発令しました。詳細は次のとおりです。
※現職（前職）氏名の順、退職者は最終課

21年度
教育研究論文最優秀賞
日髙 貴善 教諭

（三股西小）

な
お
、
受
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

最
優
秀
賞

三
股
西
小
学
校
教
諭　

日
髙　

貴
善

優
秀
賞

三
股
小
学
校
教
諭　
　

古
川　

ゆ
か

三
股
中
学
校
教
諭　
　

田
上　

純

優
良
賞

三
股
小
学
校
教
諭　
　

吉
村　

貴
樹

梶
山
小
学
校
教
諭　
　

角
皆　

豊

宮
村
小
学
校
教
諭　
　

小
川　

賢
治

三
股
西
小
学
校
教
諭　

大
﨑　

美
穂

三
股
西
小
学
校
教
諭　

齊
藤　

正
行

三
股
西
小
学
校
教
諭　

仕
垣
由
佳
里

三
股
中
学
校
講
師　
　

二
ノ
方
理
恵

入　
　

選

三
股
小
学
校
教
諭　
　

玉
木　

昌
子

三
股
小
学
校
教
諭　
　

小
路
美
由
紀

三
股
小
学
校
教
諭　
　

桝
田
ゆ
り
子

三
股
小
学
校
講
師　
　

内
窪　

健
介

勝
岡
小
学
校
講
師　
　

相
星　

美
幸

勝
岡
小
学
校
講
師　
　

瀬
尾　

宏
美

三
股
西
小
学
校
教
諭　

後
藤　

清
隆

三
股
中
学
校
教
諭　
　

湯
浅　

琢
磨

三
股
中
学
校
講
師　
　

中
藤
翔
・
時
任
貴

三
股
中
学
校
講
師　
　

中
村　

友
哉

特
別
賞

長
田
小
学
校
校
長　
　

三
鑰　

光
晴

勝
岡
小
学
校
教
頭　
　

近
藤　

剛
康

２月26日に行われた研究論文表彰式（上）と
日高教諭の研究論文発表（下）

町教育研究所員の皆さん

教職員から成る町教育研究所の研究発表

�広報みまた �010.4 �



自
分
の
字
に
自
信
を
持
ち
、

主
体
的
に
書
写
を
楽
し
む

児
童
の
育
成

〜
文
字
意
識
を
高
め
る
書
写
指
導
を
通
し
て
〜

三
股
西
小
学
校　

教
諭　

日
髙 

貴
善

教 育 研 究 論 文
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Ⅰ
は
じ
め
に

わ
た
し
の
学
級
の
児
童（
５
年
生
）は
、元
気
で
明
る
い
一

方
で
、全
体
的
に
自
分
に
自
信
が
持
て
ず
自
己
肯
定
感
が
低

い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。ま
た
、書
写
に
関
し
て
は
、誤
字

が
多
く
、文
字
の
特
徴
を
十
分
に
と
ら
え
て
い
な
い
こ
と
が

宅
習
ノ
ー
ト
な
ど
か
ら
伺
え
た
。さ
ら
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
か
ら
も
自
分
の
字
に
自
信
が
持
て
ず
、字
を
書
く
こ
と
に

苦
手
意
識
を
抱
い
て
い
る
児
童
が
多
い
こ
と
も
分
か
り
、何

と
か
し
た
い
と
思
っ
た
。

そ
こ
で
、本
研
究
で
は
、児
童
の
文
字
意
識（
相
手
や
目
的

に
応
じ
て
、文
字
を
て
い
ね
い
に
正
し
く
書
こ
う
と
す
る
意

識
）を
、書
写
の
授
業
や
日
常
の
指
導
、そ
し
て
家
庭
に
お
い

て
高
め
る
指
導
の
在
り
方
を
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

Ⅱ
研
究
の
実
際

１
目
指
す
べ
き
書
写
指
導
と
は

学
習
指
導
要
領
や
答
申
な
ど
の
文
献
や
わ
た
し
自
身

の
こ
れ
ま
で
の
指
導
の
反
省
か
ら
目
指
す
べ
き
書
写
指

導
の
在
り
方
と
し
て
以
下
の
３
点
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

①��「
手
本
中
心
型
」
か
ら
「
学
習
者
中
心
型
」
へ

②
基
礎
・
基
本
の
習
得

③
文
字
意
識
の
日
常
化

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
う
え
で
実
践
に
取
り
組
む
こ
と

に
し
た
。

２
「
書
写
の
授
業
」
で
の
指
導
の
工
夫

ま
ず
、書
写
の
基
礎
を
養
う
毛
筆
指
導
の
授
業
改
善
に

取
り
組
ん
だ
。
自
分
の
書
く
字
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
、

子
ど
も
自
身
に
意
欲
を
持
た
せ
る
授
業
を
目
指
し
た
。

⑴
筆
使
い
の
基
礎
・
基
本
を
体
感
さ
せ
る
こ
と

毛
筆
の
基
礎
基
本
で
あ
る
筆
使
い
の
指
導
の
工
夫

を
行
っ
た
。授
業
の
冒
頭
の
５
分
間
を「
ド
リ
ル
練
習
」

と
し
、毎
回
ゲ
ー
ム
形
式
で
筆
圧
や
穂
先
の
動
き
が
体

感
で
き
る
よ
う
な
筆
使
い
の
練
習
を
す
る
こ
と
に
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
筆
使
い
を
表
す
擬
音
語
を
手
本
に
書

き
こ
ま
せ
た
り
、ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
視

聴
覚
教
材
を
活
用
し
た
り
し
て
、視
覚
的
に
筆
の
動
き

や
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
方
を
見
せ
る
な
ど
の
手

立
て
を
取
っ
た
。

は
大
変
嬉
し
そ
う
だ
っ
た
。「
学
習
し
た
こ
と
で
自
分

の
字
が
良
く
な
っ
た
。」
と
い
う
気
持
ち
が
楽
し
さ
や

自
信
に
繋
が
っ
た
。

３
「
日
常
」
で
の
指
導
の
工
夫

書
写
の
時
間
に
高
ま
っ
た
文
字
意
識
を
鉛
筆
の
場
合

や
書
写
以
外
の
時
間
に
も
維
持
・
継
続
さ
せ
る
た
め
の
工

夫
を
行
っ
た
。

⑴
帰
り
の
会
で「
漢
字
博
士
カ
ー
ド
」を
活
用
す
る
こ
と

帰
り
の
会
で
行
っ
て
い
る
１
分
間
ス
ピ
ー
チ
の
内

容
を
自
分
の
苦
手
な
漢
字
の
紹
介
に
し
た
。
そ
の
際

使
用
し
た
の
が
、「
漢
字
博
士
カ
ー
ド
」
で
あ
る
。こ
の

カ
ー
ド
に
は
、
漢
字
の
読
み
、
画
数
、
部
首
名
や
文
字

の
特
徴
の
書
き
込
み
に
加
え
、間
違
わ
な
い
よ
う
に
書

く
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
が
記
入
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
話
し
手
だ
け
で
な
く
、
聞
き
手
の
児
童
の
文
字

意
識
を
高
め
る
の
に
も
大
変
有
効
で
あ
っ
た
。

⑵
書
写
に
興
味
を
持
た
せ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

毛
筆
に
よ
る
掲
示
物
に
加
え
て
、
児
童
一
人
一
人

に
小
筆
で
書
い
た
氏
名
の
手
本
を
配
布
し
た
。
人
生

の
中
で
一
番
多
く
書
く
字
は
お

そ
ら
く
自
分
の
名
前
で
あ
ろ
う
。

わ
た
し
が
書
い
た
も
の
を
ラ
ミ

ネ
ー
ト
し
、
机
の
上
に
貼
ら
せ

た
。
児
童
は
書
写
の
時
間
だ
け

で
な
く
、
名
前
を
書
く
と
き
に

は
常
に
そ
の
手
本
を
じ
っ
く
り

見
な
が
ら
書
く
よ
う
に
な
り
、

自
信
を
持
っ
て
字
を
書
く
こ
と

が
で
き
た
。そ
の
ほ
か
、
書
写
に

関
す
る
読
書
環
境
の
整
備
や
漢
字
字
典
・
子
供
用
の
筆

ペ
ン
な
ど
の
常
備
も
行
っ
た
。

４
「
家
庭
」
で
の
指
導
の
工
夫

学
校
で
育
て
、
高
め
た
文
字
意
識
が
、
教
師
に
よ
る
指

導
の
な
い「
家
庭
」で
も
維
持
継
続
で
き
な
け
れ
ば
、真
の

文
字
意
識
の
日
常
化
と
は
言
え
な
い
。そ
こ
で
、
児
童
の

文
字
に
対
す
る
保
護
者
の
意
識
を
高
め
る
工
夫
を
行
っ

た
。

⑴
保
護
者
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

学
級
通
信
や
学
級
懇
談
で
書
写
に
関
す
る
児
童
の

実
態
や
指
導
の
様
子
を
紹
介
し
た
り
、子
ど
も
に
筆
ペ

ン
で
学
級
通
信
の
タ
イ
ト
ル
を
書
か
せ
た
り
し
た
。

⑵
宅
習
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
こ
と	

宅
習
の
質
と
量
の
改
善
を
図
る
た
め
に
以
下
の
よ

う
な
「
宅
習
評
価
表
」
を
作
成
し
、
毎
日
宅
習
ノ
ー
ト

に
貼
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。保
護
者
に
よ
る
き
め
細
か

い
指
導
と
数
値
に
よ
る
評
価
を
保
護
者
に
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
学
力
向
上
に
も
効
果
が
表
れ
た
。2
学
期

の
漢
字
の
ま
と
め
の
テ
ス
ト
で
は
、学
級
平
均
が
93
点

を
越
え
た
。ど
の
児
童
も
字
の
正
確
さ
や
て
い
ね
い
さ

に
加
え
て
字
形
な
ど
に
も
気
を
付
け
て
書
い
て
い
た
。

評　

価　

項　

目

評　
　
　

価

（
３
・
２
・
１
）

①
正
し
く
、
て
い
ね
い
に
書
い
て
い
る
か

②
ノ
ー
ト
び
っ
し
り
、
美
し
く
書
い
て
い
る
か

③
（
自
分
の
め
あ
て
）

右
記
３
つ
の
評
価
の
合
計
×
ペ
ー
ジ
数

保
護
者
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
が
、
お
子

さ
ん
の
文
字
意
識
の
向
上
を
ご
家
庭
で
も
感
じ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
様
子
が
結
果
か
ら
伺
え
た
。中
に
は
、「
こ

ん
な
に
て
い
ね
い
に
き
れ
い
な
字
が
書
け
る
と
は
思

わ
な
か
っ
た
」
と
感
想
を
書
か
れ
た
保
護
者
も
い
た
。

Ⅲ
お
わ
り
に

研
究
の
成
果

○	

児
童
の
文
字
意
識
が
高
ま
り
漢
字
の
基
礎
学
力
が
向

上
し
た
。

○
保
護
者
の
書
写
や
文
字
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
。

○	

書
写
活
動
に
対
す
る
自
信
と
意
欲
が
高
ま
っ
た
。（
グ

ラ
フ
参
照
）

〈
参
考
文
献
〉

「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」　　
　
　
　
　
　

文
部
科
学
省　

「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説　

国
語
編
」　

文
部
科
学
省

「
こ
れ
か
ら
の
書
写
書
道
教
育
学
」　

押
木
秀
樹　

東
京
書
籍

「
伝
統
的
な
言
語
文
化
を
教
え
る
〜
漢
字
文
化
〜
」　

市
毛
勝
雄 

編　

明
治
図
書

擬
音
語
の
一
例

始
筆
（
打
ち
込
み
）
…
「
ト
ン
」「
ド
ン
」　

送
筆
…
…
…
…
…
…
…
「
ス
ー
」

「
と
め
」
の
終
筆
…
…
…
「
ピ
タ
ッ
」

⑵
子
ど
も
が
自
信
を
持
つ
授
業
の
流
れ
を
つ
く
る
こ
と

書
写
の
基
礎
・
基
本
を
身
に
付
け
さ
せ
る
工
夫
を
授

業
の
中
に
効
果
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、児
童
一
人
一

人
が
自
分
の
書
写
能
力
の
向
上
を
味
わ
え
る
学
習
の

流
れ
を
創
造
す
れ
ば
、児
童
は
よ
り
主
体
的
に
書
写
学

習
に
取
り
組
み
、で
き
る
喜
び
が
自
信
に
つ
な
が
る
と

考
え
た
。

自
分
の
字
の
こ
こ
を
直

そ
う
と
い
う
一
人
一
人
の

課
題
意
識
を
持
た
せ
た
後

に
練
習
を
さ
せ
、
最
初
に

書
い
た
字
と
最
後
に
書
い

た
字
を
比
べ
さ
せ
た
。
２

つ
を
比
較
し
て
以
前
よ
り

変
化
・
成
長
し
た
自
分
の

作
品
を
見
て
子
ど
も
た
ち

【視聴覚教材の活用】
写真は教育機器係の児童が教諭
の筆使いをビデオカメラでテレ
ビに映しているところ

【練習前の字と練習後の字の比較】

【自分の名前の手本を見る児童】

児
童
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果100

0

50

６月 12月
【自分の字に自信がもてるか】

26㌫

92㌫

100

0

50

６月 12月
【自分の字が好きか】

35㌫

90㌫

【宅習評価表】

10広報みまた �010.4 11



「
今
ま
で
個
人
で
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
が
、
形
に

な
っ
た
の
は
大
変
う
れ
し
い
。こ
れ
を
機
に
Ｅ
Ｍ
菌
活

用
の
和
が
広
が
り
、
河
川

浄
化
や
ご
み
減
量
化
に
つ

な
が
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」

２
月
27
日
、「
き
れ
い
な
川
つ
く

り
と
ご
み
減
量
化
推
進
大
会
」が
、

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
家
庭
で
ご
み
を
扱
う

機
会
が
多
い
女
性
14
人
が
実
行
委

員
会
を
作
り
、
女
性
の
視
点
か
ら

ご
み
減
量
化
を
考
え
よ
う
と
初
め

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

参
加
者
は
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
会
員
な
ど
約
２
２
０
人
。
エ

コ
バ
ッ
ク
の
活
用
や
Ｅ
Ｍ
菌
を

使
っ
た
生
ご
み
対
策
な
ど
の
実
践

者
３
人
の
事
例
発
表
を
は
じ
め
、

Ｅ
Ｍ
菌
活
用
法
を
紹
介
し
た
講
演

が
あ
り
、
参
加
者
全
員
で
環
境
保

全
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

女
性
の
視
点
か
ら
ご
み
減
量
を
！

「
ご
み
減
量
化
推
進
大
会
」

福
重
延
子
さ
ん

（
蓼
池
）

三股
アスリートタウン

チャレンジRun＆ウォーキングに総勢265人が挑戦！

大
会
実
行
委
員
長

３
月
２
日
、
町
は
地
震
や
風
水

害
な
ど
の
大
規
模
災
害
に
備
え
、

「
災
害
時
に
お
け
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供

給
活
動
等
に
関
す
る
協
定
」を
締

結
し
ま
し
た
。

協
定
を
結
ん
だ
の
は
、
社
団

法
人
宮
崎
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会

都
城
支
部（
森
勝
人
支
部
長
・
62

社
）。
本
協
定
締
結
に
よ
り
、
災

害
時
の
炊
き
出
し
や
暖
房
の
確
保

に
必
要
な
ガ
ス
の
供
給
と
、
同
支

部
会
員
が
持
つ
機
材
の
無
料
貸
し

出
し
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

な
お
、
大
規
模
災
害
時
の
応
援

協
定
は
、
町
建
設
業
組
合
、
町

管
工
事
協
同
組
合
、
南
九
州
ペ
プ

シ
コ
ー
ラ
販
売
株
式
会
社
、
都
城

地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
、

南
九
州
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン

グ
株
式
会
社
に
続
き
、６
団
体
目

と
な
り
ま
し
た
。

大
規
模
災
害
に
備
え

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
協
定
を
締
結

３月14日、第９回チャレンジRun＆ウォーキング大会
（同実行委員会、町教育委員会ほか主催）が
ふれあい中央広場で開催されました！

３
月
14
日
、
第
９
回
チ
ャ
レ
ン

ジ
Ｒ
ｕ
ｎ
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

（
同
実
行
委
員
会
、
町
教
育
委
員

会
ほ
か
主
催
）が
ふ
れ
あ
い
中
央

広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
本
大
会
。
今
年
は
総

勢
２
６
５
人
が
挑
戦
し
ま
し
た
。

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」に
は
51
人
が
参

加
。
ふ
れ
あ
い
中
央
広
場
か
ら
め

が
ね
橋
ま
で
の
往
復
８
・
５
㌔
の

コ
ー
ス
を
歩
き
、
草
花
の
新
芽
を

見
つ
け
る
な
ど
春
の
息
吹
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。ま
た
、今
回
は
同
じ

コ
ー
ス
で
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
講
習
会
も
行
わ
れ
、
参
加

者
は
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

一
方
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｒ
ｕ
ｎ
」

は
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
、
距

離
・
性
別
・
年
代
別
と
い
っ
た
種

目
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を

加
え
た
33
種
目
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
自
己
新
記
録
を
狙

う
人
や
ペ
ア
で
完
走
を
目
指
す
人

な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
ゴ
ー
ル
前
で
は
、

接
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
場
面
も

あ
り
、
沿
道
の
観
客
は
大
き
な
歓

声
を
あ
げ
な
が
ら
拍
手
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

種
目
別
の
優
勝
は
次
の
と
お
り

で
す（
敬
称
略
）。

【
男
子
】

◦
小
学
生
２
㌔

（
１
年
）三
渡
裕
真（
２
年
）荒

木
勇
太（
３
年
）野
崎
永
綺（
４

年
）上
村
友
翼（
５
年
）近
藤
瀬

瑠
那（
６
年
）國
分
康
平

◦
中
学
生
５
㌔

（
１
年
）松
野
雄
太（
２
年
）國

分
翔
太（
３
年
）新
村
健
斗

◦
一
般
５
㌔

（
29
歳
以
下
）井
之
脇
裕
一（
30

歳
代
）鬼
束
洋
一
郎（
40
歳
代
）

柳
橋
志
伸（
50
歳
代
）広
畑
俊

一（
60
歳
代
）飯
迫
善
信（
70
歳

代
）松
山
一
成

◦
一
般
10
㌔

（
29
歳
以
下
）竹
下
和
弥（
30
歳

代
）大
山
和
彦（
40
歳
代
）西
山

雄
治（
50
歳
代
）外
薗
弘
志（
60

歳
代
）高
野
芳
親

【
女
子
】

◦
小
学
生
２
㌔

（
１
年
）児
玉
莉
奈（
２
年
）米

田
藍
子（
３
年
）三
渡
茉
菜（
４

年
）内
枦
保
舞（
５
年
）谷
口
愛

（
６
年
）永
友
郁

◦
中
学
生
３
㌔

（
１
年
）米
田
美
鈴（
２
年
）中

馬
み
な
み（
３
年
）國
分
啓
加

◦
一
般
３
㌔

（
29
歳
以
下
）西
國
原
樺
純（
50

歳
代
）島
田
ツ
ヤ
子

◦
フ
ァ
ミ
リ
ー
１
㌔

山
之
内
健
一
・
光
新
フ
ァ
ミ

リ
ー
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イ
ー
ス
タ
ー
と
は「
復
活
祭
」
と
言
わ

れ
、
十
字
架
上
で
死
ん
だ
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
が
３
日
目
に
復
活
し
た
こ
と
を
祝
う

日
で
す
。
キ
リ
ス
ト
の
生
ま
れ
た
日
の
ク

リ
ス
マ
ス
と
似
て
い
る
行
事
で
、
サ
ン
タ

の
代
わ
り
に「
イ
ー
ス
タ
ー
バ
ニ
ー
」が
活

躍
し
ま
す
。

今
年
の
イ
ー
ス
タ
ー
サ
ン
デ
ー
は
４
月

４
日
の
日
曜
日
で
す
。
４
月
２
日（
金
）か

ら
５
日（
月
）
ま
で
の
４
日
間
は
休
み
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
冬
を
迎
え
る
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
が
で
き
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

親
戚
の
家
に
行
っ
た
り
も
し
ま
す
。
北
半

球
で
は
、
イ
ー
ス
タ
ー
は
春
の
訪
れ
や
新

し
い
命
の
お
祝
い
で
も
あ
り
ま
す
。

昔
は
新
し
い
命
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

イ
ー
ス
タ
ー
バ
ニ
ー
が
卵
の
殻
を
き
れ
い

に
飾
り
、
庭
に
か
く
し
て
子
ど
も
た
ち
が

見
つ
け
て
い
ま
し
た
。今
で
は
、卵
の
代
わ

り
に
お
い
し
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
作
っ
た

「
イ
ー
ス
タ
ー

エ
ッ
グ
」を
イ
ー

ス
タ
ー
バ
ニ
ー

が
子
ど
も
た
ち

に
届
け
ま
す
。

交通事故は
もうたくさん

桜
が
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
、
ま
さ
に
花

見
の
シ
ー
ズ
ン
で
し
た
。
中
学
校
の
同
級
生

と
わ
た
し
を
含
め
た
５
人
で
、
わ
た
し
が
仕

事
を
終
え
た
午
後
８
時
に
集
合
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
地
元
の
桜
の
名
所
で
花
見
を

し
て
、
飲
食
店
で
食
事
を
し
て
あ
て
も
な
く

ド
ラ
イ
ブ
を
し
て
い
ま
し
た
。
昔
話
で
盛
り

上
が
り
、
気
が
付
け
ば
時
計
は
午
前
３
時
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

一
人
の
友
人
が
翌
日
仕
事
な
の
で
午
前
３

時
ご
ろ
に
は
帰
り
た
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ド
ラ
イ
ブ
を
し
て
い
た
山
道
に
ト
イ

レ
が
な
か
っ
た
た
め
早
く
コ
ン
ビ
ニ
に
行
き

た
か
っ
た
こ
と
で
、
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
走

行
し
始
め
ま
し
た
。
山
道
で
な
お
か
つ
小
雨

が
降
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
考
え
ず
に
運
転
し

た
の
で
す
。

そ
し
て
、
約
１
０
０
㌔
の
速
度
で
左
カ
ー

ブ
の
ト
ン
ネ
ル
に
入
っ
て
行
き
ま
し
た
。
車

は
カ
ー
ブ
に
沿
っ
て
曲
が
れ
な
く
て
対
向
車

線
に
車
体
が
ふ
く
ら
ん
で
し
ま
い
、
ハ
ン
ド

ル
を
左
に
切
り
直
し
た
と
こ
ろ
、
今
度
は
車

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
っ
て
対
向
車

と
衝
突
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

一
瞬
の
出
来
事
で
す
。
す
ぐ
車
か
ら
降
り
、

友
人
一
人
ひ
と
り
に
声
を
掛
け
、
対
向
車
の

方
に
声
を
掛
け
ま
し
た
が
、
誰
も
動
く
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
わ
た
し
は
携
帯
電

話
で
救
急
車
を
呼
び
な
が
ら
、
看
護
の
た
め

駆
け
回
っ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
対
向
車
の
奥

さ
ん
、
お
子
さ
ん
、
義
弟
さ
ん
が
事
故
現
場
に

駆
け
つ
け
て
き
ま
し
た
。
泣
き
叫
ぶ
声
や
、
罵

声
に
対
し
て
た
だ「
す
い
ま
せ
ん
で
し
た
」と
謝

り
な
が
ら
救
助
の
た
め
に
奔
走
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
病
院
に
運
ば
れ
、
わ
た
し

は
対
向
車
の
被
害
者
の
方
と
同
じ
病
院
で
し
た
。

治
療
を
受
け
な
が
ら
相
手
の
方
が
助
か
る
よ
う

に
ひ
た
す
ら
祈
っ
て
い
ま
し
た
。
相
手
の
方
に

蘇
生
術
を
施
す
音
、
医
師
が
死
亡
を
確
認
す
る

声
、
ご
遺
族
の
方
が
泣
き
叫
ぶ
声
を
聞
き
、
わ

た
し
の
中
で
何
か
が
終
わ
り
ま
し
た
。

友
人
た
ち
の
元
へ
も
行
き
ま
し
た
。
集
中
治

療
室
で
２
人
が
治
療
中
で
、
ほ
か
の
２
人
も
骨

折
な
ど
の
大
け
が
で
、
た
だ
謝
る
こ
と
し
か
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
１
人
が
死
亡
、４
人
が
重

軽
傷
の
悲
惨
な
事
故
は
、
わ
た
し
の
身
勝
手
な

甘
い
考
え
方
か
ら
起
こ
る
べ
く
し
て
起
き
た
事

故
だ
っ
た
の
で
す
。

拘
束
中
に
ご
遺
族
の
方
、
友
人
４
人
へ
の
謝

罪
は
す
べ
て
両
親
に
し
て
も
ら
い
、
自
分
で
は

手
紙
で
謝
罪
す
る
こ
と
し
か
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

友
人
も
３
人
は
面
会
に
来
て
く
れ
て
、
逆
に
わ

た
し
を
心
配
し
て
く
れ
ま
し
て
、
さ
ら
に
申
し

訳
な
さ
が
増
し
ま
し
た
。「
こ
ん
な
に
す
ば
ら
し

い
友
人
を
ひ
ど
い
目
に
遭
わ
せ
て
し
ま
っ
た
」

と
…
。

ま
た
１
人
の
友
人
に
は
後
遺
症
が
残
っ
て
し

ま
い
、
わ
た
し
へ
の
憎
し
み
は
計
り
知
れ
な
い

も
の
で
す
。

ご
遺
族
の
方
の
気
持
ち
は
裁
判
中
に
何
度
か

Ｓ
・
Ｔ　

24
歳　

会
社
員

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
今
で
も
ご
遺
族

の
方
か
ら
の
手
紙
を
読
み
返
し
て
い
ま
す
が
、

悲
し
さ
、
無
念
さ
、
憎
し
み
は
言
葉
で
表
せ

な
い
ほ
ど
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
超
過
に
よ
る
危
険
運
転
致
死
傷

罪
と
し
て
懲
役
４
年
６
月
の
刑
も
残
す
と
こ

ろ
あ
と
１
年
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
き
ま
し
た
。

も
う
す
ぐ
出
所
す
る
わ
け
で
す
が
、
被
害

者
の
方
や
ご
遺
族
の
方
に
本
当
の
償
い
を

し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
っ
た
家
族
や
友
人
や
い
ろ
い
ろ
な
人
に
対

し
て
恩
返
し
を
し
て
い
き
ま
す
。
当
た
り
前

の
こ
と
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
自
分
の
罪
と

向
き
合
っ
て
、
償
い
の
こ
と
を
考
え
て
一
生

背
負
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

相
手
の
方
や
友
人
の
苦
し
む
顔
や
声
を
、

ご
遺
族
の
方
の
泣
き
叫
ぶ
声
や
罵
声
を
、
毎

日
毎
日
思
い
出
し
な
が
ら
、
あ
の
出
来
事

を
心
に
留
め
て
し
っ
か
り
生
き
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
が
わ
た
し
の
今
後
の
人
生
で
す
。

交
通
事
故（
人
身
）発
生
ワ
ー
ス
ト
◎
県
内
10
位
／
平
成
22
年
１
月
31
日
現
在
（
28
市
町
村
中
）※
ワ
ー
ス
ト
…
悪
い
方
か
ら
の
順
位

※ 贖いとは、罪を償うという意味。
ここに掲載してある手記は、交通事故を引き
起こして刑務所で罪の償いをしている人たち
の懺

ざ ん げ

悔の記録です。
一瞬の過ちによって、家族、恋人、友人な
ど親しき人々から隔絶され、自ら犯した罪を
反省している様子が文脈の端端から伝わっ
てきます。
このような悲惨な事故を引き起こさないよう、
心の戒めにしていただきたいと思います。

〔㈶東京交通安全協会提供〕

キャレン・ブラウン

Culture

Library
◎問い合わせ
三股町立図書館
〒889 ─1901 三股町大字樺山3406─8

TEL.51-3200 FAX.51-3751

◎問い合わせ
三股町立文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2

TEL.51-3462 FAX.51-3561

文
化
会
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
て
！

毎
週
水
曜
日（
第
３
水
曜
日
を
除
く
）に
、

文
化
会
館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
、
ロ
ビ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は「
小
さ
な
音
楽
会
」の

皆
さ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
な
じ
み
の
あ
る
童
謡
か
ら
最
近
の

曲
ま
で
幅
広
く
演
奏
さ
れ
て
い
ま
す
。図
書

館
利
用
者
も
楽
し
い
音
色
に
思
わ
ず
足
を
止

め
る
よ
う
な
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

リ
ク
エ
ス
ト
も
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

好
き
な
曲
、
お
子
さ
ん
の
好
き
な
ア
ニ
メ
ソ

ン
グ
な
ど
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？
窓
口
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ド
シ
ド
シ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

文
化
合
同
展

文
化
会
館
の
ホ
ワ
イ
エ
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

で
は
、３
月
２
日
か
ら
７
日
ま
で
、『
文
化
合

同
展
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
展
示
会
は
、
三
股
町
文
化
協
会
主
催

で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、絵
画
、押
し

花
、書
道
、写
真
、短
歌
、華
道
、陶
芸
、木
目

込
み
人
形
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
は
お
茶
の
振
る
舞
い
も
あ

り
、
多
く
の
来
場
者
が
足
を
止
め
て
い
ま
し

た
。今

回
見
逃
し
た
人
は
、
ぜ
ひ
来
年
は
、
作

品
か
ら
あ
ふ
れ
る
作
者
の
情
熱
に
触
れ
て
く

だ
さ
い
。忙
し
い
日
々
か
ら
離
れ
て
、落
ち
着

い
た
時
間
を
過
ご
し
て
み
る
の
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

★
５
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

子
ど
も
読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト

『
お
は
な
し
と
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
』

◇
開
催
日
時
＝
５
月
９
日（
日
）

開
場
／
午
後
１
時
30
分

開
演
／
午
後
２
時

◇
料
金
＝
入
場
無
料

※
た
だ
し
、入
場
整
理
券
が
必
要
で
す

◇
問
い
合
わ
せ
・
入
場
整
理
券
配
布
＝

町
立
図
書
館 

☎
０
９
８
６
（
51
）３
２
０
０

※
内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
講
座

本
年
度
２
回
目
の
読
み
聞
か
せ
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。

講
師
は
、保
育
園
や
小
・
中
学
校
で
、語
り

の
活
動
を
は
じ
め
、東
臼
杵
郡
の「
読
み
聞
か

せ
講
座
」
の
講
師
も
務
め
る
延
岡
市
の
野
田

一
穂
さ
ん
。「
お
は
な
し
会
」
を
す
る
た
め
の

本
の
選
び
方
、
読
み
方
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
講
演
を
聞
き
な
が
ら
、
熱
心
に
メ

モ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
読
み

聞
か
せ
に
参
考
に
な
る
話
が
聞
け
ま
し
た
。

三
股
中
学
校
職
場
体
験
学
習

今
年
も
三
股
中
学
校
２
年
生
の
生
徒
５
人

が
３
月
４
日
、５
日
の
２
日
間
、図
書
館
に
職

場
体
験
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

本
の
貸
し
出
し
、
返
却
処
理
な
ど
の
窓
口

業
務
、
書
庫
の
整
理
な
ど
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
し
た
。ま
た
、「
展
示
コ
ー
ナ
ー
」の
テ
ー

マ
を
５
人
で
決
め
て
、本
を
選
び
、そ
れ
ぞ
れ

お
す
す
め
の
本
の
説
明
を
書
き
ま
し
た
。

毎
月
展
示
し
て
い
る
職
員
と
は
ち
ょ
っ
と

違
っ
た
目
線
の
展
示
に
、
大
人
だ
け
で
な
く

子
ど
も
た
ち
も
足
を
止
め
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
体
験
が
今
後
少
し
で
も
役
に
立
つ

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

た
ん
け
ん
し
た
い
な　

本
の
森

４
月
23
日
は「
子
ど
も
読
書
の
日
」、４
月

23
日
か
ら
５
月
12
日
ま
で
は
第
52
回「
こ
ど

も
の
読
書
週
間
」と
な
っ
て
い
ま
す
。今
年
の

標
語
は『
た
ん
け
ん
し
た
い
な　

本
の
森
』。

皆
さ
ん
も
町
立
図
書
館
の『
本
の
森
』
の
中

で
、
ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
読
み
た

い
本
を
探
し
て
見
ま
せ
ん
か
。

期
間
中
、「
お
は
な
し
会
」「
貸
出
た
い
け

ん
」「
映
写
会
」
な
ど
、
ま
た
５
月
９
日
に
は

「
お
は
な
し
と
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
」を
開
催

す
る
予
定
で
す
。た
く
さ
ん
の
ご
来
場
、お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■�

休
館
案
内（
21
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン

ダ
ー
）月
曜
日（
祝
日
の
時
は
そ
の
翌

日
）・
祝
日
・
年
末
年
始（
12
月
28
日
〜

１
月
４
日
）・
第
３
水
曜
日（
館
内
整
理

日
）・
館
内
資
料
一
斉
点
検（
年
１
回
15
日

以
内
）

たくさんの人が訪れた文化合同展

昨年度おはなしと音楽のコンサート

図書館の業務を体験した中学生の皆さん

野田さんの話に熱心に耳を傾ける参加者たち。
『 読み聞かせ講座 』

イースター・
サンデーを
知っていますか？

外
国
語
指
導
助
手
の
コ
ー
ナ
ー

14広報みまた �010.4 1�



■お知らせ ● 問い合わせ：三股町役場 　TEL 52－1111㈹　FAX 52－4944

椎八重公園つつじまつり
4月17日（土）〜30日（金）
6万本のクルメツツジ

■期間中のイベント＝
◎オープニングセレモニー
４月17日（土）午前10時30分〜
①�「みやざき花の女王」による花の苗プ
レゼント
②ツツジの苗木プレゼント
◎三股町物産展
４月17日（土）〜18日（日）（予定）
午前10時〜午後４時
◎ガーデニング教室
４月21日（水）
ツツジ：午前10時30分
シャクナゲ：午後１時30分
※雨天の場合は翌22日（木）に延期

◦定員各25人
◦場所椎八重公園会場内
◦参加料1人500円
◦申し込み会場事務所で当日受付
※先着順。定員になり次第締め切ります。
早馬神社早馬まつり
４月29日（木）（昭和の日）
盆地の二大祭！

■会場＝早馬神社境内周辺（ステージ・
剣道大会・生け花・野点）、武道体育館
（柔道大会）、弓道場（弓道大会）、四
半的弓道場（四半的大会）ほか
■内容＝郷土芸能（ジャンカン馬踊り・
棒踊りほか）、ステージ（文化協会・ミ
マタレンジャーほか）など
しゃくなげの森しゃくなげ花祭り
５月９日（日）まで
世界のシャクナゲ500種３万本！

■問い合わせ
��町観光協会�事務局（産業振興課内）
　☎52−1111（内線354）

今年も宮崎の春を彩るフラワーフェス
タの季節がやってきます。43回目を迎え
る今回のフラワーフェスタは、３月20日
（土）から５月９日（日）の51日間、宮崎
市青島の「こどものくに」をメイン会場
とするフラワーフェスタ10会場、観光施
設、個人宅のオープニングガーデン、展
望所などの花の名所、ボランティアで植
栽された花壇など、合計県内160カ所以
上の会場で行われています。
各会場のキーワードを集めて参加する

「フラワーラリー」を今年も実施します。
各会場を回って、花をお楽しみながら、豪
華賞品が当たる抽選に参加できるという
企画になっていますので、ふるってご参
加ください。
■期間＝５月９日（日）まで
■会場＝こどものくに、県立青島亜熱帯
植物園、フローランテ宮崎、西都原古
墳群、花立公園、母智丘公園、生駒高
原、椎八重公園、延岡植物園、牧水公

園、協賛会場、オープンガーデン会場
■問い合わせ
　花とみどりのみやざきづくり
　推進協議会事務局
　宮崎県みやざきアピール課
　☎0985−26−7530
　みやざき観光コンベンション協会
　☎0985−26−6100
　http://www.kanko-miyazaki.jp

毎年、役場ではフワラーフェスタメイ
ン会場入場前売り券を販売していました
が、今年は販売を中止します。前売り券
を希望する人は、お近くのコンビニエン
スストアでお買い求めください。
■問い合わせ
　町観光協会事務局（産業振興課内）
　☎52−1111（内線354）

｢2010年�感動の旅�沖永良部島へ!｣
小学生国内派遣団員募集
町内の小学生を沖永良部島に派遣し、
ホームステイや交流・自然体験を通して
異文化理解を深め、広い視野をもつ青少
年の育成を図る目的で実施します。

現地の祭りに参加

■派遣先＝鹿児島県沖永良部島
■派遣期間＝
８月４日（水）〜９日（月）（予定）
　（夏休み期間中の５泊６日）
■内容＝文化学習、体験学習、自然体験、�
視察、交流など
■募集資格＝町内小学校６年生
■募集人員＝30人（抽選により決定）

■参加費＝１人あたり３万3,000円程度
■募集期限＝５月７日（金）まで
※�日程ほか、諸事情により計画を変更す
る場合があります。
■申し込み・問い合わせ
��教育課生涯学習係
　☎52−1111（内線434）
｢2010年大自然と感動いっぱいの
オーストラリアへ!｣
中学生高校生海外派遣団員募集

カンガルーも出迎える貴重体験！

町内の中学生、高校生を海外に派遣し、
訪問国でのホームステイや青少年との交
流を通じて、異文化理解を深めるととも
に、広い視野と豊かな国際感覚を身に付
け、国際化にふさわしい青少年の育成を
図る目的で実施します。
なお、国際情勢の動向によっては事業
計画を中止することもあります。
■派遣先＝オーストラリア・ブリスベン
■派遣期間＝
８月２日（月）〜10日（火）（予定）
　（夏休み期間中の8泊9日）
■内容＝ホームステイ、現地校での英語
研修、参観活動など
■募集資格＝三股中学校生徒と町内に
住所がある高校生
■募集人員＝選考のうえ、決定
■参加費＝１人あたり12万円程度
　�（パスポート発行手数料、ビザ申請手
数料、旅行傷害保険料、疾病または事
故による治療費や入院費、そのほか個
人的経費は個人負担です）
■募集期限＝５月７日（金）まで
※�正式に決定次第、中央公民館、町体育
館などにポスターを掲示します。
■申し込み・問い合わせ
��教育課生涯学習係

　☎52−1111（内線434）

〜平成22年度の学生納付特例申
請の受け付けが始まりました〜
学生納付特例制度は、収入のない学生
が申請をして承認されると、「在学期間中
の国民年金保険料を後払いできる」仕組
みです。この特例を希望する人は、国保
年金係（③番窓口）に届け出てください。
■必要なもの＝
◦�学生であることを確認できるもの
（在学証明書や学生証の写しなど）
◦�年金手帳
◦�印かん（認印で可・申請者本人が自
署する場合は必要ありません）

※この届け出は毎年度必要です。
■申請期間＝
平成23年4月28日（木）まで
※�学生納付特例の申請が遅れたり、過去
に未納の期間があったりすると、不慮
の事故や病気による障害について、障
害基礎年金を受け取ることができな
い場合があります。そのため、本年度
の申請は5月31日（月）までに申請さ
れることをおすすめします。
■問い合わせ
　町民保健課国保年金係
　☎52−1111（内線113）

平成22年度の保険料は、次のとおりで
す。保険料は、介護サービスにかかる費
用に応じて基準額が決まり、その基準額
をもとに、所得に応じて6段階に分かれ
ます。
◦�第1段階被保険者� … ２万7,600円
◦�第2段階被保険者� … ２万7,600円
◦�第3段階被保険者� … ４万1,400円
◦�第4段階軽減被保険者�４万8,500円
◦�第4段階被保険者� … ５万5,200円
◦�第5段階被保険者� … ６万9,000円
◦�第6段階被保険者� … ８万2,800円
注）�第4段階軽減被保険者とは、第4段
階被保険者のうち、課税年金収入額
と合計所得金額の合計額が80万円

以下の人が対象です。
■第1号被保険者（65歳以上）＝
◦特別徴収の人

4月・6月・8月は、年金から仮徴収
（2月分と同じ金額）され10月・12月・
2月より本徴収されます。
◦普通徴収の人

7月から徴収が始まり、「納付書」ま
たは、「口座振替」での納付になります。
■第2号被保険者（40歳〜65歳未満）＝
◦国民健康保険に加入している人
介護保険料は国民健康保険税の中
に含まれています。「納付書」または、
「口座振替」での納付になります。
◦職場の健康保険に加入している人
介護保険料率と給与に応じて、給与
から徴収されます。
※�なお、所得税、町県民税申告が終わっ
ていない場合、保険料が高くなりま
す。申告していない人は、お早めに申
告してください。
■問い合わせ
　福祉課介護高齢者係
　☎52−1111（内線162・163）

三股町社会福祉協議会では、忌明寄付
を次のとおりいただきました。
��故人のご冥福をお祈りいたしますとと
もに、社会福祉発展のために有意義に利
用させていただきます。
��誠にありがとうございました。

三股町社会福祉協議会
��２月１日から28日まで

みまたん春まつり

やざきフラワーフェス
タ」入場前売券はお近
くのコンビニで！

｢み

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額

国内・海外派遣

愛のご寄付

介護保険料の徴収が
始まります

第43回 みやざき
フラワーフェスタ
2010の開催について

学生の国民年金保険料

東
ひがし

村
むら

　幸
ゆき

男
お

母 ワカエ 95 大鷺巣 ３万円

小林　洋
よう

子
こ

母 川上ハツキ 87 今　市 ３万円

大
おお

神
がみ

　　博 母 テル 84 東植木 １万円

上石　和子 夫 昌
まさ

明
あき

71 大鷺巣 ３万円

永山陸
む

津
つ

男
お

妻 キヨ子 66 西植木 ２万円

政野　泰
やす

男
お

妻 ハツ子 79 谷 ５万円

坂元　和子 夫 忠
ただ

實
み

90 山王原 10万円

樫
かし

山
やま

　美
み

幸
ゆき

父 前原光
みつ

男
お

74 東　原 ５万円

川
かわ

越
ごえ

　　渉
わたる

妻 トシ子 65 田　上 ５万円

轟木シヅ子 夫 善
よし

美
み

83 梶　山 ５万円

川
かわ

畑
ばた

美代子 夫 徳
とく

次
じ

89 西植木 ３万円

木佐貫シヅ子 夫 實
みのる

80 上　新 ３万円

1�広報みまた �010.4 1�

Mimata Information



健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター☎52−8481

●赤ちゃん健診
■期日＝５月７日（金）
■受付＝午後１時〜１時30分
■対象者＝平成21年４月・６月・８月・10月・12月

平成22年２月生まれの乳児
※�年間計画表が役場1階の案内、健康管理センター、子育て支援
センターに置いてあります。

●ポリオ（集団接種）
■期日＝４月20日（火）・５月11日（火）・18日（火）
■受付＝午後１時〜２時
■接種対象者＝生後３か月〜90か月未満
■持ってくるもの＝母子手帳、印かん
■注意事項＝接種前にインフルエンザなど、ほかの感染症
にかかった場合は、一定の間隔をあけてから接種することに
なります。

※�「予防接種カレンダー」が役場案内、健康管理センター、子育て
支援センターに置いてあります。

●麻しん・風しん混合ワクチン（個別接種）の接種
次に当てはまる人は、指定医療機関で早めに接種しましょう。

ただし、麻しん・風しん両方にかかった人は接種する必要はあ
りません。
■対象者＝

①１期＝満1歳の幼児
②２期＝平成16年４月２日〜17年４月１日生まれ
③３期＝平成９年４月２日〜10年４月１日生まれ
④４期＝平成４年４月２日〜５年４月１日生まれ
■接種料金＝期限までに接種すれば無料

※接種期限を過ぎると全額自己負担（1万円程度）になります。
■接種期限＝１期は２歳の誕生日前々日まで

２〜４期は平成23年３月31日まで
■持っていくもの＝母子手帳、３・４期の人は予診票

※�３・４期の人は４月中に予診票を送付しますので、記入して接
種の際に提出してください。

子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター ☎52−8101

●友達つくろう！一緒にあそぼう！
■期日＝４月15日（木）
■時間＝午前10時〜11時
子育てサークル「いもん子クラブ」さん

●5月の行事予定／親子教室
■期日＝５月26日（水）
■時間＝午後１時30分〜３時
■内容＝健康ヨガ
★簡単なポーズの実技・ポイントを的確に指導☆

◦講師：本部三映子さん
◦主催：宮日母子保健福祉事業団

※運動しやすい服装でお越しください。
●「子ども手当」について
●児童福祉係（内線167）

平成22年４月１日から、「児童手当」が「子ども手当」に変わ
ります。ポイントは、大きく次の３点です。

① 手当をもらえる児童の年齢が、これまでの「小学校６年生
まで」から「中学校３年生まで」へ引き上げとなります。
※中学生ももらえるようになります！
② 手当額が「子ども１人当たり、一律に月13,000円」となります。
③所得制限がなくなります。

※�これまで、児童手当の所得制限でもらえなかった世帯も、手続
きをすれば手当がもらえるようになります。
子ども手当への移行に伴い、手続きが「必要な世帯」と「必要

のない世帯」があります。
手続きが必要な世帯
☆ 中学２〜３年生の児童を養育している世帯（下に小学生以下

のお子さんがいる場合も、増額の手続きが必要となります）
☆ 中学１年生以下の児童を養育している世帯で、先月まで児童

手当をもらっていなかった世帯（所得超過や未手続きの世帯）
→ 手続きが必要な世帯には、４月中旬までに案内文書を郵送

しますので、それに従い手続きをしてください。
手続きが必要ない世帯
☆ 先月まで児童手当をもらっていた世帯で、中学２年・３年生

の児童がいない世帯。
→�自動的に子ども手当への移行となりますので、今回の手続

きは特に必要ありません。　　　　　　　　　　　　　　
　また、今回の手続きとは別に、これまでも年１回、６月
に行われていた「現況届」の手続きが必要となります。６
月上旬に、対象となる世帯には案内文書を郵送しますの
で、それに従って手続きをしてください。

◎ 子ども手当の振込月は、児童手当と同様に６月・10月・２月に
それぞれの前月分（例えば、６月には、２月、３月、４月、５
月の４カ月分）が振り込まれます。

※�手続きが必要な世帯・必要ない世帯それぞれに、４月中に案内文
書を送る予定ですので、詳しくはそちらをご覧ください。（ただし、
公務員は、これまでどおり所属庁での手続きとなります。案内
文書は届きませんので、ご注意ください）

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター☎52−8481

●特定不妊治療費助成について
■対象者＝

① 夫婦のどちらか、または両方が１年以上前から引き続き
町内にお住まいで、指定医療機関で医療保険が適用され
ない体外受精、または顕微受精による特定不妊治療を受

けた夫婦
② 宮崎県特定不妊治療費助成金給付を受けることが決定

した人
③町税などを完納している人
■助成内容＝

① 夫婦一組に対し、宮崎県特定不妊治療費助成金額の２分
の１以内を助成。ただし、１年度につき５万円を限度と
し、申請回数は１年度につき１回まで。

②夫婦一組に対する助成期間は通算して２年度まで。
■申請に必要なもの＝

①申請書（健康管理センターにあります）
②宮崎県特定不妊治療費助成金給付決定書の写し
③滞納のない証明書
④印かん
⑤振込口座番号
■申請方法＝
　健康管理センターに平成23年３月31日までに提出
■県内の指定医療機関＝
　健康管理センターにお問い合わせください。

「高齢者・障害者住宅改造助成事業」の申請について
●介護高齢者係（内線169）

●社会福祉係（内線164）

自宅で日常生活を営むことに支障のある高齢者と障害者に対
し、より快適な生活ができるように、住宅を改造する費用の一
部を助成します。
■対象者＝
〇高齢者＝�65歳以上の人で、介護保険で要支援または要介

護に認定された人
〇障害者＝�身体障害者手帳１級〜３級を持つ人（障害部位

の限定あり）、療育手帳Ａを持つ人
○生計中心者の所得税14万円以下
■住宅改造の対象＝
　 居室、浴室、洗面所、便所、玄関、そのほか特に必要と認め

られる場所（増築・新築は助成対象外・以前に助成を受けた
人も対象外）
■助成割合＝
　障害者…生計中心者の所得税により全額または３分の２
　高齢者…９割または４割助成
■申請受付期間＝５月１日〜11月末

※�予算がなくなり次第終了しますので、希望する人はお早めにお
申し込みください。
※�申請を希望する人は、担当支援センターやケアマネジャーに相
談後、申請してください。詳しい内容は、福祉課までお問い合
わせください。

地域包括支援センターからのお知らせ

●町地域包括支援センター☎52−8634

地域包括支援センターは、高齢者の皆さんの心と体の健
康を支援していくための総合相談窓口です。介護予防、虐
待防止、人権など、何でもご相談ください。一緒に問題の
解決に取り組みましょう。

町地域包括支援センターの重点施策の一つとして、認知症対
策への取り組みを始めました。地域の皆さんに、認知症への理
解を深めてもらうため、認知症サポーター養成講座や講演会を
開催します。
認知症についての基礎知識（№１）
★早期診断、早期治療について
「認知症はどうせ治らないから」と病院に行くことをあきらめ
ていませんか？これは誤った考え方です。ほかの病気と同じよ
うに、早期発見・早期治療が重要です。
●治る病気や一時的な症状の場合がある

認知症のような症状のでる病気はほかにもたくさんありま
す。ほかの病気ならその病気にあった治療で治ったり、症状が
軽くなったりする場合もあります。
●早い時期に受診することが大事な理由
①薬で進行を遅らせ、良い状態を引き延ばせる場合があります。
②悪化したときに備えて生活の仕方を工夫できます。
※ 何より、家族が、予想される認知症のさまざまな症状に向き

合うための心の準備をしておくことは大きな意味がありま
す。そして、専門医の豊かな経験によるアドバイスは、患者
を支えていく家族に対し決して絶望することなく、生きる力
を与えてくれるはずです。

●初期ほど専門の医療機関の受診が大事です
認知症の診断は初期ほど難しいと言われています。ＣＴ、Ｍ

ＲＩ、脳血流検査などの画像診断や、記憶、知能などに関する
心理検査など高度な機器による検査と、熟練した専門医の判断
が必要です。骨折の疑いがある時に整形外科を受診するように、
物忘れが多くなったら認知症の専門医の診断を受けましょう。
まずかかりつけの医師に自分の症状を伝えて専門医を紹介して
もらうとよいでしょう。

次回は、治療と予防のお話です。

●「足もと元気教室」４月15日〜５月14日の日程
地区名 時　間 場　所 日　程
蓼 池 午前９時30分〜11時 蓼 池 児 童 館 4月16日・5月 6日
轟 木 午後１時30分〜 3時 轟 木 集 落 館 4月26日
植 木 午後１時30分〜 3時 西植木コミュニティーセンター 4月28日・5月12日
中 原 午前９時30分〜11時 中原コミュニティーセンター 4月28日・5月12日
寺 柱 午後１時30分〜 3時 寺 柱 青 年 の 家 4月15日

谷 午後１時30分〜 3時 2地区交流プラザ 5月10日
前 目 午後１時30分〜 3時 前 目 研 修 館 4月21日
餅 原 午後１時30分〜 3時 餅 原 研 修 館 4月19日
梶 山 午前９時30分〜11時 第 4 地 区 分 館 4月21日
今 市 午前９時30分〜11時 今 市 児 童 館 5月10日
小鷺巣 午後１時30分〜 3時 第 3 地 区 分 館 4月22日
１地区 午前９時30分〜11時 第 1 地 区 分 館 4月16日・5月 7日
※体操のできる服装、シューズ、水分補給の準備をして気軽にご参加ください。
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● 問い合わせ：
　健康管理センター
　 ☎52−8481 〜大人もいっしょに「食育」〜

毎月19日は食育の日

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税がいきている ・たばこは町内で買いましょう

Life & Tax

8 木 ◦トレイ・ペット
9 金 ◦可燃物
10 土

11 日

◎ふくしまクリニック（内・消・小） ☎46-5001（下川東）

◎戸嶋病院（内） ☎22-1437（郡元町）

◎竹田内科（内） ☎38-1036（高木町）

◎橘整形（整） ☎23-7236（中　町）

◎庄内医院（外・内・整） ☎37-0522（庄内町）

◎野田医院（産・婦） ☎24-8553（蔵原町）

12 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
13 火 ◦可燃物
14 水

15 木 ◦缶・びん
16 金 ◦可燃物
17 土

18 日

◎坂元医院（内・胃） ☎22-0360（牟田町）

◎児玉小児科（小） ☎25-5570（花繰町）

◎大橋クリニック（内・消・リハ） ☎37-0539（庄内町）

◎西平外科（外・胃） ☎25-5551（久保原町）

◎酒井皮膚科（皮） ☎25-5322（北原町）

◎岩下耳鼻咽喉科（耳鼻） ☎51-1187（三股町）

19 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
20 火 ◦可燃物
21 水 ◦図書館休館日
22 木 ◦トレイ・ペット
23 金 ◦可燃物
24 土

25 日

◎柳田病院（小・内） ☎22-4862（東　町）

◎下長飯クリニック（外・内）☎39-0800（下長飯町）

◎瀬ノ口内科（内） ☎25-7780（都原町）

◎よしかわクリニック（麻・整・内） ☎23-9384（前田町）

◎山下医院（胃・外） ☎52-1348（三股町）

◎丸田病院（産・婦） ☎23-7060（八幡町）

26 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
27 火 ◦可燃物
28 水

29 木

◎柏村内科（内・消・循・呼吸） ☎22-2616（上　町）

◎黒松病院（内） ☎38-1120（金田町）

◎海老原内科（内・小） ☎64-1211（山田町）

◎福島外科（外・胃） ☎38-1633（都北町）

29 木

◎姉川医院（皮・泌） ☎22-2205（小松原町）

◎ふたみ眼科（眼） ☎38-5532（都北町）

◦図書館休館日
30 金 ◦可燃物

1 土

2 日

◎相良内科（内） ☎22-4086（前田町）

◎豊栄クリニック（内） ☎39-2525（下長飯町）

◎政所医院（内・小） ☎58-2171（高城町）

◎三州病院（外・胃・内） ☎22-0230（花繰町）

◎横山病院（泌） ☎22-2806（都島町）

◎中山産婦人科（産・婦） ☎23-8815（前田町）

3 月

◎城南病院（小・内） ☎26-3662（大王町）

◎いづみ内科（内） ☎22-7111（鷹　尾）

◎田中隆内科（内） ☎52-0301（三股町）

◎マドコロ外科（外・胃・整） ☎22-0138（小松原町）

◎速見医院（泌） ☎24-8344（妻ヶ丘町）

◎永吉眼科（眼） ☎22-1530（姫城町）

◦図書館休館日

4 火

◎瀬ノ口医院（内・消） ☎25-5155（姫城町）

◎ベテスダクリニック（内） ☎22-1700（年見町）

◎山田医院（内・小・リウ・アレ） ☎64-2816（山田町）

◎倉内整形（整） ☎22-1252（上　町）

◎安藤医院（消・外・内） ☎39-2226（豊満町）

◎吹上耳鼻科（耳鼻） ☎21-4133（鷹　尾）

◦図書館休館日

5 水

◎有川医院（呼吸・胃） ☎24-6677（上川東）

◎園田光正内科（内） ☎38-5115（太郎坊町）

◎はしぐち小児科（小） ☎24-5500（都原町）

◎池之上整形（整・リハ・リウ） ☎23-2311（上川東）

◎土井外科（胃・外） ☎22-1825（上東町）

◎たき心療内科（心内・精・神内） ☎46-9191（若葉町）

◦図書館休館日
6 木 ◦缶・びん ◦図書館休館日
7 金 ◦可燃物
8 土

9 日

◎共立医院（内） ☎22-0213（蔵原町）

◎冨田医院（内・小） ☎23-4586（栄　町）

◎長倉医院（内・小） ☎52-2109（三股町）

◎仮屋外科（外・胃・内・肛門） ☎25-7712（志比田町）

◎吉見クリニック（外・整・内）☎58-5633（高城町）

◎きたむら皮膚科クリニック（皮・アレ） ☎38-7300（吉尾町）

10 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
11 火 ◦可燃物
12 水

13 木 ◦トレイ・ペット
14 金 ◦可燃物
15 土

※診療時間 午前9時〜午後6時
※やむを得ず変更する場合がありますので
　☎23-5555でご確認ください。

（※夜間／都城救急医療センター☎39-1100）
※歯科については☎25-4100に
　問い合わせてください。

くらしのカレンダー
8. April ~ 15. May 2010

みまたくらしのカレンダー

◎４月の予定

チャレンジＲｕｎ＆
ウォーキング大会

３月14日、ふれあい中央広場をメイ
ン会場に、第９回チャレンジＲｕｎ＆
ウォーキング大会が開催されました（12
〜 13㌻に関連記事）。写真はウォーキン
グの一コマ。子どもたちの笑顔が印象的
でした。
さあ、新年度が始まりました。住みよ
いまちをみんなでつくるため、子どもた
ちのように、笑顔の一歩を踏み出しま
しょう。

◎今月の表紙

『笑顔の一歩』

←水・お茶

厚生労働省
農林水産省決定

毎日の食事によって身体が作られ、食事の質によって健康の質まで変わってしまいます。
食べ物を選ぶ力、正しい知識を身につけ、 心も体も健全な食生活を実践することができる人間を育てる教育のことです。食育って？

■税 ● 問い合わせ：税務財政課　TEL 52-1111㈹　FAX 52-4944

★たのしく・かしこく・きちんと食べる★
旬の食材は　おいしい！栄養価が高い！安い！といいことづくしです。
旬の食材を使った健康バランス食を紹介します。ご家庭での献立にご利用ください。

４月の旬食材…レタス

◎赤の皿　さわらのピカタ
【主菜１つ（SV）】�170㌔㌍　塩分0.9㌘

材　料　 さわら…80㌘、塩・こしょう…少々、卵…1/3コ、オリーブ油
…小さじ１、ケチャップ…小さじ１、ソース…小さじ１、レモン
…1/8コ

作り方　 ①さわらは塩・こしょうする。②フライパンを熱し､油を入れ、
溶き卵にくぐらせたさわらを両面焼く。③残りの卵液をさわらに
かけ、包むように焼く。④皿に盛り､レモン汁をふりかけ､好み
でケチャップとソースを混ぜたものをつけていただく。

◎黄の皿　ごはん
【主食２つ（SV）】�250㌔㌍　塩分0㌘

ごはん　150㌘ 

◎緑の皿　たけのこのおかか煮
【副菜１つ（SV）】�90㌔㌍　塩分1.5㌘

材　料　 タケノコ…80㌘、絹さや…５㌘、ニンジン
…30㌘、だし…100cc、しょうゆ…大さじ

1/2、みりん…大さじ１、カツオパック…1/2袋
作り方　 ①タケノコは大きめの一口大に切る。ニンジンは花形に切る。絹

さやは筋を取り､斜め半分に切る。②鍋にだし汁と調味料を入れ、
具材を入れて煮含める。火を止める直前にかつお節を加える。

◎緑・白の皿　レタススープ
【副菜１つ（SV）】�55㌔㌍　塩分1.1㌘

材　料　 レタス…50㌘、ベーコン…1枚、鶏がらスープの素…小さじ
2/3、水…150㏄、ゴマ油…少々

作り方　 ①レタスは一口大にちぎっておく。ベーコンは細く切る。②鍋に
水とスープの素を入れ､沸騰したらベーコンとレタスを入れさっ
と煮る。ゴマ油をたらす。

◎白の皿　ヨーグルトマシュマロ
【牛乳１つ（SV）　果物1つ（SV）】�170㌔㌍　塩分0.1㌘

材　料　ヨーグルト…100㌘、マシュマロ…25㌘、キウイ…1コ 
作り方　 ①ヨーグルトとマシュマロはよく混ぜて一晩置いておく。②器に

盛り付け､切ったキウイを飾る。

４月30日（金）は納付期限です
●納税管理係（内線144・145・147）
納付期限内に納付しましょう。
●固定資産税（第1期）
※�口座振替は４月26日（月）が振替日です。再振替は行っ
ていません。23日（金）までに預貯金口座の残高確認を
お願いします。
残高不足などで振替ができなかった場合は、その納期分

の納付書を送付しますので、納付書で納めてください。

軽自動車税の減免申請について
●住民税係（内線133・134）

４月１日現在、軽自動車を所有している人で、軽自動車税
の身体障害者などの減免を希望する人は、次の要領で申請
してください。

●受付期間
◦�５月24日（月）まで
◦�ただし、土、日、祝日除く
◦�期日を過ぎると受け付けできません。
●持ってくるもの
◦�身体障害者手帳、戦傷病者手帳、運転免許証、車検証、印

かんなど（家族の人が運転する場合、上記以外に福祉事
務所などが発行する証明書などが必要です）
●減免申請できる人
◦�障害の内容や級により異なります。
◦�住民税係までお尋ねください。
●注意事項
◦�減免申請については、軽自動車または普通自動車のどち

らか一台に限られます。
◦�納期後（５月31日）、受け付けた減免申請の取り消しはで

きませんのでご了承ください。

レタスの別名「ちしゃ」は、茎を切ったときに乳のような白い液が出ることから「乳
草」と呼ばれたことによります。この白い液には､鎮静・催眠効果があるといわれ

る「ラクッコピコリン」という成分が入っています。葉だけではなく､茎も食べられる工夫をしましょう。（表示の材料はすべて1人分です）

◎５月の予定
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いきいき げんき！
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■
茶
じ
ょ
け

歴
代
広
報
担
当
者
の
情
熱
と
姿
勢
、

そ
の
背
中
を
ず
っ
と
追
っ
て
き
ま
し

た
。「
住
民
の
立
場
に
一
番
近
く
に

立
て
る
職
員
は
広
報
担
当
し
か
い

な
い
」。
前
任
者
の
言
葉
を
追
い
続

け
た
６
年
間
。
い
ろ
ん
な
壁
に
ぶ
つ

か
り
な
が
ら
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
、

で
も
た
く
さ
ん
の
人
が
支
え
て
く

れ
て
、
72
冊
の
広
報
紙
づ
く
り
に
携

わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
号
を

も
っ
て
担
当
を
離
れ
ま
す
。
▽「
ま

ち
は
人
が
つ
く
る
」。
わ
た
し
の
広

報
紙
づ
く
り
の
テ
ー
マ
で
し
た
。
広

報
紙
を
舞
台
に
町
民
の
皆
さ
ん
の

思
い
を
少
し
で
も
多
く
取
り
上
げ
、

み
ん
な
で
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
考

お便りやイラスト、お子さんの写真を募集しています。
皆さんからのお便りを募集しています。普段、生活で感じたことや皆
さんへのお願いごとなどを400字以内に、またアニメのヒーローなどを
お書きのうえ、お送りください。

◎わが家の一番星
３歳以下のお子さんの写真とコメントを添えてお申し込みください。

■問い合わせ　総務企画課企画政策係　☎52-1111

◦男／11,583人◦女／13,295人
◦計／24,878人◦前月比＋13人
◦世帯数／9,701戸（＋1戸）
◦出生／23人◦死亡／20人
◦転入／73人◦転出／63人

三股町の人口
平成22年３月１日現在

発行・編集／三股町総務企画課
〒889-1995 宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL0986-52-1111 FAX0986-52-4944
URL http://www.town.mimata.miyazaki.jp/

◎町のおいたち
三股町にはいろいろ発掘される土器から、新石
器時代より各所に人が住んでいたことがうかがわ
れます。また、その名の起源は「古くから川三条、股
になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」
をとどめているといわれています。徳川時代は薩摩
藩に属し、明治初年五戸長を一丸として、戸長役
場と改称しました。当時の地頭三島通庸公は荒涼
たる原野に土木をおこし、産業を奨励し教育の振
興をはかって村造りをなし、ここ三股の基礎が築
かれたのです。
明治23年、町村制実施により三股村となり、昭和
23年５月３日に町制を施行して名実ともに三股町と
して発足しました。以来自治の発展に努め、文化農
村建設へと邁進し、さらに今や数多くの企業誘致
により町民の所得向上をはかりながら住みよい豊
かな田園工業都市をめざして躍進しています。

◎町章
町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。
◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ
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え
た
い
。「
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い

の
共
有
」。
そ
れ
が
広
報
紙
の
使
命

だ
と
信
じ
て
き
ま
し
た
。
▽
振
り
返

れ
ば
、
た
く
さ
ん
の
町
民
の
皆
さ
ん

と
共
に
笑
い
、
共
に
泣
き
、
共
に
広

報
み
ま
た
を
つ
く
っ
て
き
た
こ
の
６

年
間
は
わ
た
し
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
町
民

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
最
後
ま
で

楽
し
く
、
そ
し
て
広
報
み
ま
た
の
姿

勢
を
崩
さ
ず
に
携
わ
れ
ま
し
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
情

報
提
供
や
取
材
、
広
報
み
ま
た
が

で
き
あ
が
る
ま
で
に
、陰
で
ご
支
援
、

ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。〈
♪
〉こ
と
、
新
原
正
人

今　
村　
　
良　

桜
咲
く 

孫
が
い
い
人 

連
れ
て
来
る

雨
の
音 

聞
き
つ
つ
浸
か
る 

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス 

願
ひ
か
な
へ
り 

か
か
る
幸
せ

岩　
崎　
民　
子

秋　
元　
満　
雄

己
が
身
の 

こ
の
世
の
命 

愛
し
み
つ
つ 

眠
れ
ぬ
夜
の 

わ
が
息
づ
か
い

[

短
歌]

 

◆
三
股
短
歌
会

[

俳
句]

 

◆
三
股
椿
寿
俳
句
会

【

】

荒　
武　
文　
博

慨
無
量
。

サ
ク
ラ
が
ぎ
ら
ぎ
ら
満
開
。
初
孫
が
も
う
そ
ん
な
に
な
っ
た
か
。

さ
て
、彼
の
ど
こ
を
褒
め
て
進
ぜ
よ
う
か
。
う
れ
し
く
も
あ
り
、感

父
母
の 

歳
こ
し
に
け
り 
里
の
春

幸
せ
は
身
近
に
存
在
す
る
考
え
一
つ
で
あ
る
。
新
し
い
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
で

深
々
と
両
足
を
伸
ば
し
温
ま
る
感
覚
。
何
に
も
勝
る
至
福
の
時
で
あ
る
。

寝
返
り
を
打
つ
。
そ
れ
で
も
い
つ
し
か
眠
っ
て
朝
を
迎
え
る
。

米
寿
を
過
ぎ
て
、健
康
の
面
か
ら
も
背
は
曲
が
る
し
、足
腰
に
自
信
が
な
く
な
っ

た
。
眠
れ
な
い
夜
、
特
に
残
る
命
の
こ
と
な
ど
思
い
わ
ず
ら
い
、
い
つ
ま
で
も

苦
労
が
し
の
ば
れ
る
。

両
親
の
年
齢
を
越
え
て
な
お
健
在
で
過
ご
せ
る
こ
と
を
心
よ
り
感

謝
。
あ
の
戦
時
中
の
厳
し
い
時
代
に
、
育
て
て
く
れ
た
親
の
難
儀
、
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下し
も

沖お
き 

叶き
ょ
う
　
か佳

ち
ゃ
ん
（
３
歳
・
左
）

由ゆ

依い

ち
ゃ
ん
（
０
歳
・
右
）

樋ひ

口ぐ
ち 

絹き
ぬ

ち
ゃ
ん
（
０
歳
）

◎
平
成
18
年
４
月
14
日
生
ま
れ

◎
平
成
21
年
４
月
15
日
生
ま
れ

◎
祐
二
さ
ん
・
祐
子
さ
ん
の
長
女
・
次
女

姉妹仲良く、元気に育ってね♪

◎
平
成
21
年
5
月
26
日
生
ま
れ

◎
貴
浩
さ
ん
・
彩
子
さ
ん
の
長
女

いつまでも元気で笑顔を見せてね♪

火
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に

西
植
木
在
住
の
黒
島
廣
子
さ
ん
は
、

平
成
15
年
に
発
足
し
た
「
お
し
ゃ

べ
り
サ
ロ
ン
」
を
一
人
で
支
え
て
き
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
た
人
材
育
成
に

主
眼
を
置
く
本
サ
ロ
ン
。発
足
当
時
、
11

人
い
た
会
員
も
次
第
に
減
り
、
18
年
に
は

と
う
と
う
廣
子
さ
ん
一
人
に
な
っ
た
。

「
せ
っ
か
く
つ
い
た
火
が
消
え
る
の
は
寂

し
い
」。そ
う
思
っ
た
廣
子
さ
ん
。毎
月
一

回
、
元
気
の
杜
に
出
向
い
て
は
、
一
人
で

古
切
手
の
整
理
を
行
っ
て
き
た
。「
自
分

の
ペ
ー
ス
に
合
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。自

然
体
で
で
き
る
か
ら
気
負
わ
ず
に
続
け
ら

れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」。大
変
だ
と
思
っ

た
こ
と
は
な
い
。た
だ
好
き
で
や
っ
て
き

た
だ
け
と
さ
ら
り
と
答
え
る
。

そ
の
継
続
が
人
を
動
か
し
た
。現
在
は

３
人
で
活
動
を
行
う
。

「
一
人
で
黙
々
と
作
業
す
る
の
は
寂
し

か
っ
た
で
す
よ
（
笑
）。今
は
仲
間
が
で
き

て
う
れ
し
い
で
す
」。廣
子
さ
ん
の
絶
え

な
い
笑
顔
こ
そ
、継
続
の
証
な
の
だ
ろ
う
。

ま
ち
を
さ
さ
え
る
人
た
ち

西
植
木
在
住　

黒くろ
島しま
廣ひろ
子こ
さ
ん

［
Ｍ
メ
イ
ト
通
信
］
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

通信

自
然
体
が
継
続
に
つ
な
が
る

毎月第２月曜日、元気の杜で活動
を行う「おしゃべりサロン」。部屋
の中は３人の笑顔であふれている
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